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め
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江
戸
の
大
店
を
め
ぐ
っ
て
は
、
従
来
、
三
井
・
白
木
屋
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
他
国

住
の
大
店
を
中
心
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
他
方
、
江
戸
住
の
大
店
に
つ
い
て

は
、
史
料
的
な
制
約
が
大
き
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
す
が
た
を
個
別
事
例
に
即
し
て
、

具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
し
か
し
、
岩
淵
令
治
氏
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
江
戸
住
の
大
店
が
、
広
大
な
居
宅
の
所
持
、
文
化
活
動
へ
の
か
か
わ
り

方
、
店
で
働
く
奉
公
人
の
存
在
形
態
な
ど
の
点
で
、
他
国
住
の
大
店
と
異
な
っ
て
い

た
な
ら
ば

1
、
そ
の
固
有
の
歴
史
像
の
解
明
や
こ
れ
に
資
す
る
よ
う
な
資
料
の
発
掘

は
、
江
戸
の
都
市
史
を
掘
り
下
げ
る
う
え
で
重
要
な
課
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
が
所
蔵
す

る
鹿
嶋
屋
東
店
関
連
資
料
群
（
以
下
、
東
店
関
連
資
料
と
表
記
す
る
）
は
、
貴
重
な

素
材
と
な
り
う
る
。
こ
れ
は
、
江
戸
の
代
表
的
な
下
り
酒
問
屋
に
し
て
、
幕
府
の
勘

定
所
御
用
達
も
勤
め
た
鹿
嶋
清
兵
衛
の
分
家
の
東
店
に
伝
わ
っ
た
、
近
世
～
現
代
に

い
た
る
ま
で
の
多
彩
な
資
料
か
ら
な
る
。

鹿
嶋
屋
東
店
は
、
本
店
（
本
家
）
の
四
代
鹿
嶋
清
兵
衛
が
隠
居
し
、
文
政
九
年

（
一
八
二
六
）
に
深
川
島
田
町
（
現
江
東
区
）
に
出
し
た
店
で
あ
る
。
東
店
の
当
主

は
代
々
「
清
左
衛
門
」
を
名
乗
り
、
大
名
家
を
相
手
と
し
た
金
融
（
大
名
貸
し
）
を

軸
に
経
営
を
拡
大
し
て
い
き
、
幕
末
に
は
勘
定
所
御
用
達
も
勤
め
た

2
。
本
店
に
比

肩
し
う
る
、
江
戸
住
の
大
店
の
最
た
る
存
在
と
い
っ
て
よ
い
。
従
来
、
鹿
嶋
屋
東
店

の
具
体
像
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
本
稿
は
、

＊
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
学
芸
員
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東
店
関
連
資
料
か
ら
、
そ
の
存
在
形
態
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
試
み
の
一
つ
で
あ

る
3
。

　

東
店
関
連
資
料
の
う
ち
、
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
東
店
に
お
け
る
「
慶
事
」

（
喜
び
ご
と
、
祝
い
ご
と
）
に
か
か
わ
る
資
料
で
あ
る
。
な
か
で
も
、「
永
代
慶
事
録
」

と
い
う
帳
簿
は
、
東
店
の
家
族
の
婚
姻
や
養
子
縁
組
を
中
心
に
、
元
服
や
還
暦
な
ど

の
慶
事
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
た
儀
式
の
内
容
や
参
加
者
、
献
立
、
贈
答
品
、
経
費

内
訳
な
ど
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
情
報
が
得
ら
れ
る
。

現
存
す
る
「
永
代
慶
事
録
」
の
う
ち
、
近
世
の
も
の
は
二
冊
で
あ
る
。
一
冊
は

天
保
四
年
～
弘
化
四
年
（
一
八
三
三
～
四
七
）、
も
う
一
冊
は
安
政
四
年
～
慶
応
二

年
（
一
八
五
七
～
六
六
）
の
慶
事
を
対
象
と
す
る

4
。
こ
の
ほ
か
、
東
店
の
嫡
子
勇

吉
の
婚
礼
の
記
録
で
あ
る
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
九
月
「
勇
吉
様
御
慶
事
下
帳
」

と
い
う
帳
簿
が
一
冊
確
認
で
き
る

5
。
こ
れ
ら
三
冊
の
帳
簿
に
記
録
さ
れ
る
慶
事
の

ほ
と
ん
ど
は
、
東
店
の
子
ら
の
婚
姻
や
養
子
縁
組
で
、
実
際
に
は
両
方
が
結
び
付
い

て
い
る
こ
と
が
多
い
。

近
世
の
商
家
に
お
け
る
婚
礼
な
ど
の
祝
い
ご
と
に
つ
い
て
、
近
年
で
は
、
京
都

や
大
坂
の
商
家
を
事
例
に
研
究
が
進
め
ら
れ
、
各
種
儀
式
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
ぞ
れ
の
商
家
の
組
織
、
同
族
や
親
類
、
出
入
の
者
た
ち
と
取
り
結
ん
だ
関
係
の
内

容
や
範
囲
が
究
明
さ
れ
て
き
て
い
る

6
。

こ
の
よ
う
な
成
果
に
学
び
つ
つ
、
本
稿
で
は
、
鹿
嶋
屋
東
店
に
お
け
る
慶
事
＝

婚
姻
や
養
子
縁
組
に
と
も
な
っ
て
執
り
行
わ
れ
る
儀
式
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を

詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
店
の
組
織
や
周
辺
と
の
関
係
を
解
明
し
、
江

戸
住
の
大
店
の
存
在
形
態
に
迫
る
こ
と
と
し
た
い
。

一　

鹿
嶋
屋
東
店
の
家
族
と
親
類
・
一
門

　

鹿
嶋
屋
東
店
の
慶
事
を
取
り
上
げ
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
、
東
店
の
家
族
成
員
や
、

東
店
の
周
辺
に
展
開
す
る
家
々
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

一　

家
族
成
員

鹿
嶋
屋
東
店
の
当
主
や
家
族
に
つ
い
て
知
る
う
え
で
、
重
要
な
手
が
か
り
と
な

る
の
が
、「
本
店
東
店
系
図
」（
以
下
、「
系
図
」
と
略
記
）
で
あ
る

7
。
こ
の
「
系
図
」

を
も
と
に
、
他
の
資
料
で
情
報
を
補
足
・
訂
正
し
な
が
ら
作
成
し
た
の
が
、【
図
１
】

で
あ
る
。
本
図
か
ら
、「
元
祖
」
清
左
衛
門
を
は
じ
め
と
す
る
東
店
の
歴
代
の
家
族

構
成
が
わ
か
る

8
。

　

元
祖
清
左
衛
門
の
来
歴
は
、
前
稿
で
言
及
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
触
れ
る

に
と
ど
め
る
。
彼
は
も
と
も
と
、
大
坂
天
満
の
鹿
嶋
屋
（
鹿
嶋
清
右
衛
門
家
）
の
三

男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
名
を
馬
吉
と
い
っ
た

9
。
そ
の
後
、
当
時
実
子
（
男
子
）
が

い
な
か
っ
た
江
戸
の
鹿
嶋
屋
本
店
三
代
清
兵
衛
の
養
子
と
な
り
、利
助
と
改
名
し
た
。

や
が
て
、
本
店
の
家
督
を
相
続
し
、
三
代
清
兵
衛
の
娘
キ
ト
（
法
名
釈
清
憅
）
の
婿

と
な
り
、
名
も
清
兵
衛
と
改
め
た
（
四
代
清
兵
衛
）。
そ
し
て
、
隠
居
す
る
と
靖
（
清
）

左
衛
門
と
改
名
し
、
深
川
島
田
町
に
鹿
嶋
屋
東
店
を
出
し
た
10
。

元
祖
清
左
衛
門
の
妻
キ
ト
は
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
死
去
す
る
。
そ
の

後
の
再
婚
相
手
も
ほ
ど
な
く
死
去
し
て
し
ま
い
、
最
終
的
に
、
増
田
権
太
郎
家
（
霊

岸
島
川
口
町
〈
現
中
央
区
〉
に
所
在
し
た
と
推
定
）
の
カ
ツ
と
い
う
女
性
を
娶
り
、

妻
と
し
た
。
元
祖
の
子
は
、
基
本
的
に
こ
の
カ
ツ
と
の
間
の
子
と
み
ら
れ
る
（
母
の

記
載
の
な
い
子
も
い
る
）。
な
お
、「
系
図
」
に
記
載
の
な
い
、
さ
の
・
い
ほ
は
、
初

代
清
左
衛
門
よ
り
も
後
、
ま
た
「
系
図
」
で
「
末
子
」
と
さ
れ
て
い
る
駿
平
よ
り
も

前
に
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
駒
吉
の
姉
か
妹
か
が
不
明
の
た
め
、
現
段
階
で

は
末
尾
に
示
し
て
あ
る
。

初
代
清
左
衛
門
は
、
元
祖
の
長
男
と
し
て
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
生
ま

れ
た
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
正
月
に
元
祖
が
死
去
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
東

店
の
家
督
を
継
ぎ
、
清
左
衛
門
を
名
乗
っ
た
。
彼
が
死
去
し
た
の
は
、
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
正
月
で
、
そ
れ
以
前
に
隠
居
し
た
形
跡
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
天
保

五
年
か
ら
幕
末
に
至
る
ま
で
の
間
、
当
主
と
し
て
東
店
を
発
展
さ
せ
た
の
が
、
こ
の

初
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
妻
は
、
本
店
五
代
清
兵
衛
の
次
女
で
、
カ
ノ
と
い
っ
た
。
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【
図
１
】
鹿
嶋
屋
東
店
系
図

＜
凡
例
＞

１
）
「
本
店
東
店
系
図
」
（

98
00

21
53
）
を
も
と
に
、
天
保

4年
・
安
政

4年
「
永
代
慶
事
録
」
（

98
00

26
23
・

98
00

26
24
）
な
ど
で
情
報
を
補
足
・
修
正
し
作
成
。

２
）
東
店
当
主
は
太
線
、
そ
れ
以
外
の
系
図
記
載
の
人
物
は
実
線
、
系
図
以
外
の
資
料
か
ら
判
明
し
た
人
物
（
東
店
の
子
の
み
）
は
破
線
で
示
し
た
。

３
）
【

】
＝
法
名
、
（

）
＝
幼
少
時
や
他
家
の
家
督
継
承
後
の
名
前
、
お
よ
び
養
子
や
婚
姻
な
ど
の
情
報
や
補
足
事
項
、
〈
　
〉
は
「
永
代
慶
事
録
」
記
載
の
名
前
。

４
）
元
祖
清
左
衛
門
の
娘
さ
の
・
い
ほ
に
つ
い
て
は
、
岡
本
純
子
「
江
戸
っ
子
の
雛
祭
り
」
（
『
季
刊
銀
花
』
第
12
9号

、
20
02
年
）
を
参
照
し
た
。
こ
の
両
名
は
、
他
の
子
ら
と
の

長
幼
が
確
定
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
末
尾
に
示
し
た
。
ま
た
、
二
代
清
左
衛
門
の
子
に
つ
い
て
は
、
系
図
に
空
白
の
部
分
が
み
ら
れ
、
よ
り
多
く
の
子
ら
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〈 袖 〉

に

へ 、 の

（ 誤 記 か ）

ち 五 代 清 右 衛 門 ）

（ 初 代 飯 塚 佐 吉 へ 養 子 、

の

（27）
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カ
ノ
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
二
月
に
死
去
し
て
い
る
が
、
初
代
は
後
妻
を
迎

え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
11
。

初
代
清
左
衛
門
に
は
、
十
五
人
も
の
子
が
い
た
12
。
こ
の
う
ち
、
第
二
子
で
長
男

に
あ
た
る
勇
吉
が
、
東
店
を
継
ぎ
、
二
代
清
左
衛
門
と
な
っ
た
。
勇
吉
の
家
督
継
承

は
、
初
代
が
死
去
し
た
明
治
九
年
と
考
え
ら
れ
る
。
勇
吉
は
同
十
六
年
二
月
に
死
去

し
た
の
で
、
彼
が
東
店
当
主
で
あ
っ
た
の
は
、
七
年
ほ
ど
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な

お
、
徳
、
備
之
助
、
和
嘉
は
夭
折
し
た
の
か
、「
系
図
」
に
記
載
が
な
く
、
末
尾
に

示
し
て
お
い
た
。

　

以
上
、【
図
１
】
を
瞥
見
し
た
。
本
図
か
ら
、
東
店
は
、
元
祖
以
降
、
父
子
直
系

で
相
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
（
二
代
清
左
衛
門
の
第
二
子
晴
之
助
も
東
店
を
継
い
で
三

代
と
な
っ
て
い
る
）、
そ
し
て
、
嫡
子
以
外
の
子
ら
は
、
婚
姻
・
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
、

本
店
・
中
店
を
は
じ
め
と
す
る
親
類
諸
家
や
他
家
に
出
た
り
、
あ
る
い
は
東
店
か
ら

分
家
を
出
し
た
り
し
た
こ
と
が
、
改
め
て
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
、【
図

１
】
で
も
頻
出
す
る
、
東
店
の
親
類
や
分
家
（
及
び
別
家
）
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ

と
と
し
た
い
。

二　

東
店
の
親
類
・
一
門

　

鹿
嶋
屋
東
店
の
周
囲
に
は
、
資
料
上
で
「
親
類
」
と
括
ら
れ
る
諸
家
が
展
開
し
た
。

た
だ
し
、
そ
の
な
か
に
は
、
東
店
か
ら
分
か
れ
た
一
門
と
称
す
べ
き
家
々
（
血
縁
の

親
族
が
出
し
た
分
家
、
非
血
縁
の
奉
公
人
が
東
店
か
ら
暖
簾
分
け
し
て
成
立
し
た
別

家
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。
東
店
関
連
資
料
に
は
東
店
と
周
囲
の
家
々
の
関
係
を
ま
と

め
た
記
録
は
な
く
、「
一
門
」
と
い
う
語
が
資
料
上
で
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
以
下
で
は
、
整
理
の
た
め
、
東
店
か
ら
の
分
家
・
別
家
は
一
門
と
把
握
す

る
こ
と
と
し
た
い
。

【
図
２
】
は
、
東
店
の
視
点
か
ら
、
親
類
や
一
門
の
お
も
だ
っ
た
家
々
と
の
関
係

を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
一
門
か
ら
み
て
い
く
と
13
、
材
木
店
は
、
東
店
の
成
立
に
先
立
つ
文
化
十
五

年
（
文
政
元
年
、
一
八
一
八
）
三
月
に
、
源
蔵
と
い
う
手
代
が
、
本
店
で
の
長
年
の

働
き
に
よ
っ
て
、
別
家
と
鹿
嶋
屋
の
屋
号
の
使
用
を
認
め
ら
れ
、
成
立
し
た
14
。
こ 【図２】鹿嶋屋東店と親類・一門

〈上方親類〉

〈一門〉

材木店

東店

西店

別家

出店

角店

八名川町店（六間堀店）

質店

〈江戸市中の親類②〉

神田川店

久保町店

蛤町店

平右衛門町店

〈江戸市中の親類① 下り酒問屋（霊岸島）〉

本店（東店の本家）

中店

新店

谷町店

紺屋町店

天満 鹿嶋清右衛門

東堀 杬金太兵衛

伊丹 小西新右衛門

東多田 牛谷理右平（理右衛門）・直助

東山村 山脇半三郎

東山村 山脇利左衛門・半三郎

贈答

贈答
婚姻
養子

贈答
養子
挨拶

江戸

＊本図は以下の資料をもとに作成。

＊本図のレイアウトにあたっては、当館臨時雇用職員
　江口葵氏に協力いただいた。

天保4年3月「永代慶事録」（98002623）
嘉永3年9月「勇吉様御慶事下帳」（98002663）
安政4年正月「年中行事」（98002535）
安政4年6月「永代慶事録」（98002624）

贈答・婚姻・養子

別
家
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れ
を
承
認
し
た
の
は
、
当
時
本
店
四
代
清
兵
衛
と
そ
の
息
子
清
吉
（
の
ち
の
東
店
元

祖
お
よ
び
初
代
清
左
衛
門
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
元
祖
の
子
駿
平
が
清
吉
と
改
名

し
て
二
代
目
当
主
と
な
っ
た
。
厳
密
に
は
、
本
店
の
別
家
と
な
ろ
う
が
、
東
店
の
成

立
後
は
同
家
と
密
接
に
か
か
わ
り
、
清
吉
を
二
代
当
主
に
迎
え
る
な
ど
、
東
店
の
一

門
と
解
し
て
差
し
支
え
な
い
。

西
店
は
、
初
代
清
左
衛
門
の
娘
い
つ
が
出
し
た
と
い
う
東
店
の
分
家
で
、
深
川

島
田
町
の
東
店
の
屋
敷
に
隣
接
し
て
あ
っ
た
。
中
店
（
後
述
）
か
ら
東
店
に
養
子
に

入
っ
た
清
次
郎
と
い
つ
が
結
婚
し
た
の
ち
、
遅
く
と
も
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）

ま
で
に
は
成
立
し
た
。

質
店
は
、
初
代
清
左
衛
門
の
息
子
六
三
郎
が
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
質

屋
仲
間
に
加
入
し
成
立
し
た
15
。
た
だ
し
、
分
家
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
初
代
と
同

居
を
続
け
、
東
店
の
経
営
の
一
部
門
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）六
月
に
六
三
郎
が
中
店
の
養
子
と
な
っ
て
以
降
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
。

出
店
の
成
立
経
緯
や
年
代
は
不
詳
な
も
の
の
、
天
保
四
年
に
成
立
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
当
主
は
源
蔵
で
、
材
木
店
が
清
吉
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
東
店
か

ら
認
め
ら
れ
新
た
に
出
し
た
店
と
考
え
ら
れ
る
16
。
東
店
の
婚
礼
や
養
子
縁
組
に
と

も
な
う
儀
礼
へ
の
参
加
・
関
与
が
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
。

角
店
は
、源
蔵
が
当
主
で
あ
っ
た
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
材
木
店
の
分
家
で
、

当
初
は
源
蔵
の
弟
万
蔵
が
当
主
で
あ
っ
た
。
東
店
の
慶
事
に
と
も
な
う
儀
式
を
手
伝
っ

た
り
、
祝
物
を
贈
っ
た
り
す
る
な
ど
の
か
か
わ
り
が
確
認
で
き
る
。
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
二
月
に
、
東
店
初
代
清
左
衛
門
の
子
留
吉
（
清
四
郎
に
改
名
）
を
、
材

木
店
の
養
子
と
し
、
角
店
に
分
家
さ
せ
る
と
い
う
縁
談
が
ま
と
ま
り
、
清
四
郎
が
角
店

を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
（「
系
図
」
で
は
清
四
郎
を
角
店
の
初
代
と
し
て
い
る
）。
こ
れ

ら
を
勘
案
し
、
東
店
の
一
門
に
含
め
て
お
く
。

八
名
川
町
店
は
、
東
店
の
奉
公
人
で
あ
っ
た
要
助
が
出
し
た
店
で
、
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
に
六
間
堀
（
現
墨
田
区
）
に
移
転
し
、
以
降
は
六
間
堀
店
と
呼
ば
れ

た
よ
う
で
あ
る
。東
店
と
何
ら
か
の
経
営
的
な
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
具
体
像
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。

以
上
の
一
門
の
諸
家
は
、
東
店
の
慶
事
に
お
い
て
、
儀
式
・
祝
宴
の
参
加
、
餞
別
・

祝
儀
の
品
の
贈
答
、
養
子
縁
組
や
婚
姻
の
相
手
と
な
る
、
な
ど
の
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
。

次
に
、
親
類
は
、
江
戸
と
上
方
と
に
大
き
く
分
か
れ
る
。

江
戸
の
親
類
は
、
東
店
と
の
関
係
で
み
る
と
、
霊
岸
島
（
現
中
央
区
）
の
下
り

酒
問
屋
三
家
と
、
そ
れ
以
外
の
各
所
に
あ
っ
た
家
々
と
に
、
さ
ら
に
二
分
で
き
る
。

下
り
酒
問
屋
の
グ
ル
ー
プ
の
内
、
鹿
嶋
屋
本
店
は
、
東
店
の
本
家
に
あ
た
り
、
当
主

は
代
々
清
兵
衛
を
名
乗
っ
た
。
幕
府
の
勘
定
所
御
用
達
を
、
そ
の
成
立
か
ら
幕
末
に

至
る
ま
で
勤
め
た
、
江
戸
住
大
店
の
代
表
的
な
存
在
と
い
え
る
17
。

中
店
は
、
本
店
か
ら
の
有
力
分
家
で
、
当
主
は
代
々
利
右
衛
門
を
名
乗
っ
た
。

嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
、
一
八
五
四
）
の
「
江
戸
自
慢
持
丸
地
面
競
」
で
は
、
本
店

清
兵
衛
と
と
も
に
上
位
に
名
を
連
ね
て
い
る
18
。
新
店
は
、
本
店
手
代
が
独
立
し
た

別
家
と
推
測
さ
れ
、
中
店
よ
り
も
格
式
は
低
い
。
中
店
・
新
店
は
い
ず
れ
も
、
文
政

七
年
（
一
八
二
四
）
刊
行
の
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
下
巻
に
下
り
酒
問
屋
と
し
て
、

本
店
と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
お
り
19
、
成
立
年
代
は
東
店
よ
り
遡
る
。

　

以
上
の
三
家
の
う
ち
、
東
店
の
婚
姻
・
養
子
縁
組
の
相
手
と
な
っ
た
の
は
本
店
と

中
店
で
、
と
く
に
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。

　

江
戸
市
中
の
親
類
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
神
田
川
店
・
久
保
町
店
・
蛤
町
店
・

平
右
衛
門
町
店
・
谷
町
店
・
紺
屋
町
店
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
20
。そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
は
、

所
在
地
に
因
む
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
主
名
や
経
営
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
家
々
は
、
東
店
の
養
子
縁
組
や
婚
姻
の
相
手
に
な
る
こ
と
は
な
い
が
、
祝
宴
へ
の

出
席
、
祝
儀
・
餞
別
の
品
々
の
贈
答
と
い
っ
た
場
面
で
、
東
店
と
の
か
か
わ
り
が
認

め
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
鹿
嶋
屋
東
店
や
本
店
の
先
祖
は
、
摂
津
国
川
辺
郡
東
多
田
村
（
現
兵
庫
県
）

を
発
祥
と
す
る
。
同
地
の
牛
谷
一
族
の
一
家
が
、
鹿
嶋
の
苗
字
を
名
乗
り
、
そ
こ
か

ら
大
坂
や
江
戸
の
鹿
嶋
諸
家
が
成
立
し
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
東
店
に
は
、
冠
婚

葬
祭
の
場
面
な
ど
で
付
き
合
い
の
あ
る
親
類
が
上
方
に
あ
っ
た
。
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鹿
嶋
清
右
衛
門
は
、
大
坂
天
満
（
北
冨
田
町
、
現
在
大
阪
市
北
区
）
で
酒
問
屋

を
営
ん
だ
。
本
店
の
四
代
清
兵
衛
＝
東
店
元
祖
清
左
衛
門
は
こ
の
家
の
出
身
で
あ
っ

た
こ
と
は
既
述
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
、
東
店
初
代
清
左
衛
門
の
第
八
子
・
清
太
郎
が

こ
の
家
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
。

牛
谷
理
右
平
（
理
右
衛
門
）
と
直
助
は
親
子
と
み
ら
れ
、
摂
津
国
東
多
田
村
の

牛
谷
一
族
の
う
ち
の
一
家
で
あ
る
。
小
西
新
右
衛
門
は
、
摂
津
国
伊
丹
郷
町
（
現
兵

庫
県
伊
丹
市
）
で
酒
造
業
を
営
み
、
同
町
の
惣
年
寄
を
勤
め
た
。
下
り
酒
問
屋
を
営

む
本
店
と
は
、
稼
業
を
通
じ
て
の
か
か
わ
り
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

山
脇
利
左
衛
門
と
半
三
郎
も
親
子
と
み
ら
れ
、
摂
津
国
豊
嶋
郡
の
東
山
村
（
現

大
阪
府
池
田
市
）
に
居
住
す
る
上
層
百
姓
と
推
測
さ
れ
る
。
本
店
三
代
清
兵
衛
は
山

脇
家
か
ら
の
養
子
、
ま
た
五
代
清
兵
衛
の
妻
の
幸
も
山
脇
家
の
出
身
で
、
と
く
に
本

店
と
の
深
い
か
か
わ
り
が
確
認
で
き
る
。

大
坂
と
み
ら
れ
る
「
東
堀
」
の
杬
金
太
兵
衛
は
、
上
方
親
類
と
し
て
名
前
が
確

認
で
き
る
も
の
の
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

こ
う
し
た
上
方
親
類
と
東
店
と
の
間
で
、
婚
姻
や
養
子
縁
組
が
行
わ
れ
る
機
会

は
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
年
始
の
挨
拶
や
暑
中
見
舞
い
な
ど
の
書
状
、
婚
姻

な
ど
の
慶
事
に
あ
た
っ
て
の
贈
答
品
の
や
り
と
り
が
、
親
類
付
き
合
い
の
主
要
な
内

容
で
あ
っ
た
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
東
店
の
嫡
子
勇
吉
の
婚
姻
に
あ
た
り
、
大
坂
天

満
の
清
右
衛
門
が
祝
儀
の
品
を
贈
っ
た
際
の
書
状
の
写
し
で
あ
る
21
。

一
筆
啓
上
仕
候
、
然
は
今
般
勇
吉
様
御
儀
御
婚
姻
首
尾
能
被
成
御
整
候
由
承
之
、

千
鶴
万
亀
目
出
度
奉
賀
候
、 

於
当
地
も
御
同
慶
奉
存
、
随
而
軽
少
之
至
ニ
御
座
候

へ
と
も
目
録
之
通
進
上
之
仕
度
、
聊
右
御
祝
儀
之
印
迄
御
座
候
、
幾
久
敷
御
祝
納

被
成
下
候
ハ
ヽ
忝
奉
存
候
、
先
は
右
御
祝
義
申
上
度
如
斯
御
座
候
、
尚
都
後
喜
之

時
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　

十
月
四
日　
　
　

同
清
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長　

恒
（
花
押
）

　
　
　
　
　

鹿
島
清
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　

勇　
　

吉
様

　

本
資
料
は
年
代
を
欠
く
が
、
勇
吉
の
婚
姻
の
年
代
か
ら
、
嘉
永
三
年
の
書
状
の
写

し
と
み
て
間
違
い
な
い
。
勇
吉
の
婚
姻
が
整
っ
た
こ
と
を
祝
う
と
と
も
に
、
祝
儀
の

品
を
贈
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
東
店
清
左
衛
門
と
勇
吉
は
、
十

月
十
六
日
付
で
礼
状
を
清
右
衛
門
に
宛
て
て
出
し
て
い
る
22
。
こ
の
よ
う
な
書
状
や

贈
答
品
の
や
り
と
り
が
、
他
の
上
方
親
類
諸
家
と
の
間
で
も
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
東
店
の
周
辺
に
は
、
一
門
と
江
戸
・
上
方
の
親
類
の
諸
家
が
展

開
し
て
い
た
。東
店
の
子
ら
の
婚
姻
や
養
子
縁
組
を
は
じ
め
と
す
る
慶
事
は
、一
門
・

親
類
諸
家
を
結
び
つ
け
、
ま
た
相
互
の
関
係
を
確
認
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

東
店
の
存
続
や
発
展
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
ゆ
え
に
東
店
で
は
、
後
々

ま
で
の
参
考
に
供
す
べ
く
、
慶
事
に
ま
つ
わ
る
詳
細
な
記
録
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

二　

慶
事
の
実
際

そ
れ
で
は
、
東
店
に
お
い
て
慶
事
に
と
も
な
う
儀
式
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ら

れ
た
の
か
。

一　

縁
談
成
立
の
過
程

　

ま
ず
は
、
養
子
縁
組
・
婚
姻
の
相
手
先
が
ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
の
か
を
み
て
い

く
。
鹿
嶋
屋
東
店
の
「
永
代
慶
事
録
」
で
は
、
縁
談
が
整
っ
た
後
の
段
階
か
ら
記
録

が
始
ま
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
が
、
元
祖
清
左
衛
門
の
子
駿
平
、
初
代
清
左
衛
門
の

子
勇
吉
に
つ
い
て
の
み
、
縁
談
が
ま
と
ま
る
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で

は
、
駿
平
の
事
例
を
紹
介
す
る
23
。
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天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
四
月
六
日
、
元
祖
清
左
衛
門
は
妻
カ
ツ
、
子
駿
平
・
孫

い
つ
を
連
れ
て
、
伊
勢
国
長
嶋
藩
増
山
家
の
下
屋
敷
（
洲
崎
、
現
江
東
区
）
を
、
藤

の
花
見
物
に
訪
れ
た
。
か
ね
て
よ
り
、
増
山
河
内
守
か
ら
見
物
に
来
る
よ
う
に
と
の

誘
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
増
山
家
中
の
者
た
ち
も
出
役
し
、
清
左
衛
門
ら
の
応

対
に
あ
た
っ
た
。

　

こ
の
日
の
昼
飯
の
料
理
を
担
当
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
武
蔵
屋
源
次

で
あ
っ
た
。
武
蔵
屋
は
、
深
川
吉
祥
寺
門
前
の
有
名
な
料
理
茶
屋
で
あ
る
。
こ
の
席

で
、
酒
の
酌
人
や
料
理
の
給
仕
人
も
と
く
に
い
な
か
っ
た
の
で
、
源
次
は
、
成
田
山

の
出
開
帳
見
物
の
つ
い
で
に
武
蔵
屋
に
逗
留
し
て
い
た
数
寄
屋
河
岸
辺
の
娘
二
人
に

対
応
さ
せ
、
酌
人
・
給
仕
人
と
し
て
使
う
よ
う
、
清
左
衛
門
に
言
っ
た
。
こ
う
し
て
、

清
左
衛
門
ら
の
給
仕
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
姉
妹
の
う
ち
、
姉
の
方
が
「
至
極
仁

躰
も
宜
候
ニ
付
」、
と
い
う
こ
と
で
清
左
衛
門
の
妻
カ
ツ
の
目
に
止
ま
っ
た
。

　

姉
の
こ
と
に
つ
き
武
蔵
屋
源
次
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
回
答
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
姉
妹
の
兄
は
、
数
寄
屋
河
岸
松
屋
茂
兵
衛
の
出
店
で
松
屋
栄

蔵
と
い
い
、
仙
台
よ
り
出
府
し
て
き
た
者
で
、
古
着
屋
を
営
ん
で
い
る
。
こ
の
者
は

武
蔵
屋
源
次
の
「
末
女
」
を
嫁
と
し
て
お
り
、
ゆ
え
に
姉
妹
と
武
蔵
屋
源
次
は
親
類

だ
と
い
う
。

源
次
の
回
答
を
受
け
、
清
左
衛
門
の
妻
カ
ツ
は
、
武
蔵
屋
の
「
お
ふ
ん
」
と
い

う
女
性
を
介
し
、
姉
妹
の
親
に
あ
た
る
松
屋
茂
兵
衛
に
縁
談
を
持
ち
掛
け
た
。
こ
れ

に
対
し
茂
兵
衛
は
、「
御
望
ニ
思
召
被
下
候
ハ
ヽ
差
上
可
申
」
と
前
向
き
の
返
事
を

す
る
一
方
、「
取
付
身
上
ニ
は
中
々
支
度
等
之
義
行
届
キ
不
申
」、
つ
ま
り
江
戸
で
商

売
を
始
め
た
ば
か
り
で
、
な
か
な
か
仕
度
な
ど
も
行
き
届
か
な
い
と
懸
念
を
伝
え
て

き
た
。
東
店
（
カ
ツ
）
側
は
、
仕
度
の
こ
と
は
心
配
無
用
で
、
自
分
た
ち
が
引
き
受

け
、
取
り
計
ら
う
と
申
し
入
れ
た
。
そ
し
て
、
武
蔵
屋
お
ふ
ん
、
さ
ら
に
は
東
店
の

手
代
千
介
が
、
諸
条
件
の
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
松
屋
茂
兵
衛
側
か
ら
、

婚
礼
は
秋
ご
ろ
に
し
て
く
れ
な
い
か
と
言
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
カ
ツ
の
強
い
希
望

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
東
店
側
は
、「
此
方
も
夫
婦
共
老
人
之
義
ニ
而
物
事
至
而
精

急
ニ
候
間
、少
も
早
く
御
左
右
承
り
度
」、す
な
わ
ち
、こ
ち
ら
も
夫
婦
と
も
老
人
で
、

と
か
く
気
が
短
く
、
せ
っ
か
ち
で
あ
る
の
で
、
少
し
で
も
早
く
こ
の
縁
談
の
諾
否
を

承
り
た
い
、
と
迫
っ
た
。
松
屋
茂
兵
衛
側
は
親
類
と
相
談
し
、
縁
談
を
承
諾
す
る
と

回
答
し
て
き
た
。
こ
れ
を
受
け
、
東
店
側
は
、
有
り
合
わ
せ
の
用
意
で
支
障
は
な
く
、

差
し
当
っ
て
の
入
用
は
東
店
側
で
賄
う
と
申
し
入
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
縁
談
が
整
っ
た
の
は
、
藤
の
花
見
物
か
ら
わ
ず
か
四
日
後
の
四
月
十

日
。
こ
の
日
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
永
代
慶
事
録
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

四
月
十
日
数
寄
屋
河
岸
江
源
蔵
・
千
介
御
縁
談
取
極
ニ
参
り
、
弥
相
談
相
整
候
ニ

付
、
御
結
納
十
七
日
と
相
送
り
候
積
り
、
是
又
取
極
メ
候
事

　
　
　
　
　

但
御
酒
・
御
膳
御
馳
走
有
之
候
事

　

す
な
わ
ち
、
四
月
十
日
に
数
寄
屋
河
岸
の
松
屋
茂
兵
衛
の
と
こ
ろ
へ
、
東
店
側
か

ら
源
蔵
と
千
介
が
縁
談
を
取
り
決
め
に
行
き
、
い
よ
い
よ
縁
談
が
双
方
で
整
っ
た
。

ま
た
、
結
納
の
日
取
り
も
四
月
十
七
日
と
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
時
、
源
蔵
と
千

介
に
対
し
て
は
、
松
屋
側
か
ら
酒
や
食
事
が
供
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
が
、
駿
平
の
縁
談
の
成
立
過
程
で
あ
る
。
一
見
し
て
、
東
店
側
（
と
く
に
元

祖
清
左
衛
門
の
妻
カ
ツ
）
の
強
い
意
向
の
下
で
縁
談
が
決
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
は
、
駿
平
の
婚
姻
相
手
の
候
補
が
カ
ツ
の
目
に
止
ま
っ
た
こ
と
が
縁
談

に
向
け
た
交
渉
の
発
端
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
本
件
が
元
祖
夫
妻
晩
年
の
縁

談
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
24
。
そ
の
た
め
、
当
主
や
そ
の
妻
の
主
導

性
が
か
く
も
強
く
発
揮
さ
れ
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
稀
有
で
、
多
く
の
場
合
は
、
一
門

や
親
類
諸
家
、
あ
る
い
は
取
引
先
の
商
家
が
縁
談
相
手
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
受
け
て

東
店
当
主
が
判
断
す
る
と
い
う
形
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
駿
平
の
縁
談
成
立
に
向
け
、
源
蔵
や
千
介
が
相
手
方
と
の
実
際
の
交
渉
を

担
当
し
て
い
た
点
も
見
逃
せ
な
い
。
源
蔵
は
、
材
木
店
や
出
店
の
主
と
な
り
、
東
店

（31）
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の
慶
事
の
儀
礼
を
手
伝
う
こ
と
も
あ
る
、
手
代
の
よ
う
な
一
面
を
持
っ
て
い
た
。
千

介
は
、
独
自
の
居
宅
を
持
つ
手
代
と
し
て
、
東
店
の
慶
事
の
儀
礼
で
し
ば
し
ば
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
駿
平
の
婚
礼
で
は
、
妻
の
ま
つ
と
と
も
に
盃
事
の
介
添

人
を
務
め
た
。
こ
う
し
た
東
店
の
手
代
も
し
く
は
こ
れ
に
類
す
る
存
在
が
縁
談
に
向

け
た
交
渉
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
一
門
・
親
類
な
ど
の
諸
家
が
相
手

を
紹
介
す
る
場
合
で
も
同
様
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

二　

儀
式
の
内
容
―
袖
の
養
子
縁
組
と
婚
礼

　

縁
談
が
整
っ
た
の
ち
、
ど
の
よ
う
な
な
が
れ
で
儀
式
が
進
め
ら
れ
た
の
か
。
初
代

清
左
衛
門
の
第
五
子
袖
（【
図
１
】
の
ソ
デ
）
と
本
店
の
恕
平
の
婚
姻
を
例
に
み
て

み
よ
う
。
こ
の
婚
姻
は
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
袖
が
本
店
に
養
子
入
り
し
、

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
比
定
さ
れ
る
戌
年
に
、
恕
平
と
袖
の
婚
礼
が
執
り
行
わ

れ
る
、
と
い
う
二
段
階
を
踏
ん
だ
25
。

　

袖
が
本
店
の
「
御
養
女
」
と
な
る
縁
談
が
整
っ
た
の
は
、
弘
化
四
年
九
月
時
点
の

「
去
秋
中
」、
つ
ま
り
前
年
の
秋
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
弘
化
四
年
八
月
三
日
、
東
店

の
手
代
千
介
が
本
店
に
赴
き
、
結
納
は
九
月
一
日
、
袖
の
荷
物
を
本
店
に
運
ぶ
「
御

荷
物
御
送
り
」
は
同
十
五
日
、
袖
が
本
店
に
移
る
「
御
引
移
り
」
は
同
十
七
日
と
す

る
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。

（
一
）
結
納

　

九
月
一
日
、
本
店
か
ら
東
店
に
結
納
の
品
々
が
届
け
ら
れ
た
。
品
目
は
、
小
袖
一

重
、
帯
二
重
、「
し
ら
賀
（
し
ら
が
）」「
古
ん
婦
（
こ
ん
ぶ
）」「
寿
留
女
（
す
る
め
）」

一
折
ず
つ
、「
松
魚
節
（
か
つ
お
ぶ
し
）」
一
連
、「
家
内
喜
多
留
（
や
な
ぎ
だ
る
、

柳
樽
）」
一
荷
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
本
店
か
ら
の
結
納
品
の
搬
送
に
あ
た
っ

て
は
、
こ
の
養
子
縁
組
を
担
当
し
た
宗
助
と
い
う
手
代
が
宰
領
を
務
め
た
。
受
け
渡

し
が
済
む
と
、東
店
の
八
畳
座
敷
と
い
う
部
屋
で
保
八（
出
店
の
手
代
か
）・
千
介
が
、

宗
助
を
供
応
し
た
。

結
納
の
日
は
、
中
店
、
材
木
店
な
ど
東
店
の
親
類
諸
家
や
一
門
、
菩
提
寺
の
證

願
寺
、
林
述
歳
な
ど
に
学
ん
だ
儒
学
者
の
西
島
蘭
渓
な
ど
が
東
店
に
集
ま
り
、
祝
宴

が
行
わ
れ
て
い
た
。
結
納
品
が
到
着
し
た
の
は
七
ツ
半
時
（
十
七
時
頃
）
で
、
夜
四

ツ
半
時
（
二
三
時
頃
）
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

（
二
）
荷
物
送
り

　

九
月
十
五
日
、
袖
の
荷
物
（
事
実
上
の
嫁
入
り
道
具
）
が
本
店
に
送
ら
れ
た
。
運

搬
は
、
朝
の
満
ち
潮
を
利
用
し
、
伝
馬
船
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
荷
物
の
内
訳
は
、

箪
笥
五
棹
、
用
箪
笥
一
棹
、
長
持
三
棹
、
屏
風
一
双
、
鉤
台
一
荷
、
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
荷
物
送
り
の
宰
領
は
、
袖
の
婚
姻
を
担
当
し
た
東
店
の
手
代
金
兵
衛
が
務

め
た
。

　

袖
の
荷
物
と
と
も
に
、本
店
の
家
族
や
関
係
者
へ
の
土
産
物
も
一
緒
に
送
ら
れ
た
。

土
産
の
相
手
と
品
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

本
店
家
族
へ
の
土
産
は
扇
子
や
友
白
髪
、
紙
入
、
木
櫛
、
矢
立
、
謠
本
な
ど
。

中
店
家
族
、
上
方
親
類
で
あ
る
大
坂
天
満
の
鹿
嶋
清
右
衛
門
ら
、
本
店
清
兵
衛
と
と

も
に
勘
定
所
御
用
達
を
務
め
た
森
川
五
郎
右
衛
門
と
三
谷
三
九
郎
、
菩
提
寺
の
證
願

寺
、
東
店
や
本
店
の
別
家
と
み
ら
れ
る
新
店
庄
助
や
木
場
（
出
店
）
源
蔵
な
ど
へ
は

扇
子
と
和
紙
（
ま
れ
に
友
白
髪
も
）
が
土
産
と
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
本
店
の
手
代

衆
、
子
供
衆
、
男
衆
、
女
中
衆
、
家
主
、
鳶
頭
、
船
頭
・
車
力
・
欠
付
（
駈
付
）
衆

中
な
ど
へ
は
、
金
が
土
産
と
さ
れ
た
（
五
〇
～
二
百
疋
）。
こ
れ
ら
の
品
々
は
、
本

店
を
通
じ
て
各
所
へ
配
布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。　

（
三
）
引
移
り

　

九
月
十
七
日
、
袖
は
東
店
か
ら
本
店
に
移
り
、
養
子
と
な
っ
た
。
当
日
、
内
祝
と

し
て
、
東
店
で
は
、
家
族
や
奉
公
人
、
近
所
の
者
や
独
自
に
居
宅
を
持
つ
手
代
の
妻
、

別
家
、
家
主
な
ど
を
集
め
、
本
膳
料
理
が
振
舞
わ
れ
た
。

八
ツ
時
頃
（
十
四
時
頃
）
に
袖
は
駕
籠
で
本
店
へ
向
け
出
発
。
供
は
金
兵
衛
と
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き
さ
（
千
介
の
娘
）
ら
が
務
め
た
。
続
い
て
、
八
ツ
半
時
頃
（
十
五
時
頃
）、
東
店

の
清
左
衛
門
夫
妻
が
船
で
、
四
名
ほ
ど
の
供
を
連
れ
て
本
店
へ
出
発
。

こ
の
日
、
本
店
で
は
、
東
店
の
ほ
か
、
中
店
夫
妻
、
材
木
店
清
吉
、
久
保
町
店

利
三
郎
、
蛤
町
店
夫
妻
、
質
店
夫
妻
、
さ
ら
に
出
店
保
八
、
新
店
庄
助
ら
相
伴
の
者

た
ち
が
出
席
し
て
袖
の
養
子
入
り
に
と
も
な
う
盃
事
、
祝
宴
が
行
わ
れ
、
夜
九
ツ
時

頃
（
二
四
時
頃
）
に
お
開
き
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
時
の
料
理
は
、
日
本
橋
茅
場

町
（
現
中
央
区
）
の
料
理
屋
と
考
え
ら
れ
る
「
伊
勢
太
」
が
担
当
し
た
。

（
四
）
部
屋
見
舞

　

部
屋
見
舞
と
は
、婚
礼
の
翌
日
も
し
く
は
数
日
後
に
、親
族
の
女
性
が
祝
物
を
持
っ

て
新
婦
を
見
舞
う
こ
と
を
い
う
。
東
店
の
慶
事
を
み
る
に
、
養
子
縁
組
で
も
行
わ
れ

た
よ
う
で
あ
り
、
本
事
例
で
は
、
九
月
十
九
日
に
、
東
店
か
ら
き
さ
が
、
料
理
や
菓

子
、
養
老
酒
な
ど
の
祝
物
を
入
れ
た
提
げ
重
箱
を
持
っ
て
本
店
を
訪
れ
て
い
る
。
こ

の
訪
問
は
、
資
料
上
で
「
三
ツ
目
御
部
屋
見
舞
」
と
記
さ
れ
る
。「
三
ツ
目
」
と
は
、

袖
が
本
店
に
移
っ
た
十
七
日
か
ら
三
日
目
、
と
い
う
こ
と
を
指
す
の
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
見
舞
は
、
養
子
先
の
本
店
か
ら
も
行
わ
れ
た
。
九
月
二
一
日
、「
五
ツ

目
御
見
舞
」
と
し
て
、
本
店
の
な
み
（
女
中
か
）
が
、
鯛
や
平
目
、
海
老
、
青
物
な

ど
が
入
っ
た
交
肴
や
赤
飯
を
持
っ
て
東
店
を
訪
問
し
た
。「
五
ツ
目
御
見
舞
」
と
称

さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
、
袖
が
本
店
に
移
っ
て
か
ら
の
日
数
に
因
む
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

（
五
）
里
開

里
開
と
は
、
他
家
に
嫁
い
だ
新
婦
が
は
じ
め
て
実
家
に
帰
る
、
婚
礼
の
儀
式
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
袖
が
養
子
と
な
っ
て
は
じ
め
て
東
店
に
帰
る
儀
式
で

あ
り
、
九
月
二
三
日
に
、
東
店
で
行
わ
れ
た
。

袖
は
こ
の
日
、
本
店
か
ら
駕
籠
で
東
店
へ
向
か
い
、
四
ツ
半
時
（
十
一
時
頃
）

に
到
着
し
た
。
八
ツ
時
頃
（
十
四
時
頃
）、
袖
の
養
親
と
な
っ
た
本
店
清
兵
衛
夫
妻

が
到
着
。
す
ぐ
に
東
店
の
金
兵
衛
が
清
兵
衛
夫
妻
に
長
熨
斗
を
差
し
出
し
た
。

　

里
開
に
は
、
中
店
夫
婦
、
材
木
店
夫
婦
、
神
田
川
店
夫
婦
、
久
保
町
店
利
三
郎
、

蛤
町
店
夫
婦
、
谷
町
店
夫
婦
、
質
店
夫
婦
な
ど
の
親
類
・
東
店
一
門
の
諸
家
、
さ
ら

に
相
伴
と
し
て
、
新
店
夫
婦
、
出
店
保
八
・
源
蔵
、
本
店
の
宗
助
な
ど
七
名
が
招
か

れ
（
欠
席
の
者
あ
り
）、
袖
や
本
店
清
兵
衛
の
到
着
を
待
ち
受
け
て
い
た
。

　

以
上
の
来
客
に
対
し
、
東
店
の
大
座
敷
で
酒
や
本
膳
料
理
が
出
さ
れ
、
接
待
に
は
、

出
店
の
源
介
（
源
蔵
の
子
か
）
夫
妻
、
角
店
の
万
蔵
夫
妻
、
東
店
の
手
代
の
善
八
・

金
兵
衛
ら
が
あ
た
っ
た
。
な
お
、
里
開
の
料
理
は
、
東
店
の
慶
事
で
し
ば
し
ば
料
理

を
担
当
す
る
福
田
屋
安
三
郎
が
担
当
し
た
。

　

里
開
に
際
し
、
袖
は
東
店
へ
土
産
を
持
参
し
た
。
東
店
の
家
族
へ
は
、
扇
子
や
友

白
髪
、
紙
入
、
鏡
付
と
い
っ
た
品
、
手
代
や
女
中
、
子
供
、
下
男
、
家
主
、
鳶
な
ど

へ
は
金
（
二
朱
～
二
百
疋
）
が
土
産
と
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
本
店
側
か
ら
、
袖
の

養
子
縁
組
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
、
東
店
手
代
の
金
兵
衛
と
き
さ
に
、「
別
段
」

の
「
御
挨
拶
」
と
し
て
、
白
紬
や
腰
帯
が
届
け
ら
れ
た
。
一
方
、
東
店
か
ら
は
、
袖

の
養
子
縁
組
に
尽
力
し
た
、
本
店
宗
助
夫
妻
な
ど
四
名
に
、
八
丈
嶋
な
ど
の
織
物
が

挨
拶
の
品
と
し
て
贈
ら
れ
た
。

　

以
上
で
、
袖
の
養
子
縁
組
に
か
か
わ
る
諸
儀
式
は
、
ほ
ぼ
終
了
す
る
が
、
こ
の
間

に
東
店
に
は
、
一
門
や
親
類
の
諸
家
、
家
主
、
出
入
の
商
人
・
職
人
、
取
引
関
係
が

あ
る
と
み
ら
れ
る
商
家
な
ど
、
方
々
か
ら
餞
別
の
品
々
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。
東
店

か
ら
も
、
各
所
に
味
醂
（
切
手
）
や
「
小
判
餅
」
が
配
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
付
記
し

て
お
く
26
。

（
六
）
婚
礼

　

戌
年
（
嘉
永
三
年
）
二
月
十
五
日
、
袖
と
恕
平
の
婚
礼
が
執
り
行
わ
れ
た
。
袖
の

養
子
入
り
か
ら
約
三
年
後
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
儀
式
の

多
く
は
本
店
で
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、「
永
代
慶
事
録
」
で
は
、
さ
ほ
ど
詳
細
な
記

（33）
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述
は
み
ら
れ
な
い
が
、
儀
式
の
な
が
れ
は
把
握
で
き
る
。

　

二
月
十
五
日
、
四
ツ
時
頃
（
十
時
頃
）、
婿
の
恕
平
は
、
婿
入
式
の
た
め
、
本
店

の
清
兵
衛
夫
妻
と
と
も
に
東
店
を
訪
れ
た
。
東
店
の
大
座
敷
で
、
初
代
清
左
衛
門
夫

妻
や
勇
吉
（
二
代
清
左
衛
門
）
が
挨
拶
を
し
、
そ
の
後
、「
礼
酒
」、
つ
ま
り
盃
事
が

行
わ
れ
、
婿
入
の
儀
式
は
終
わ
り
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
本
店
は
、
扇
子
や
鰹
節
を

土
産
と
し
て
持
参
し
、
東
店
は
本
店
へ
、
拵
付
の
脇
差
を
進
呈
し
た
。
四
ツ
半
時
頃

（
十
一
時
頃
）、
東
店
清
左
衛
門
夫
妻
は
、
鰹
節
や
友
白
髪
な
ど
を
土
産
と
し
て
本
店

へ
向
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
袖
と
恕
平
の
婚
姻
に
と
も
な
う
、
盃
事
や
祝
宴
が
行
わ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
月
十
七
日
、
部
屋
見
舞
（「
三
ツ
目
御
見
舞
」）
が
行
わ
れ
、
東
店
・
本
店
双
方

の
使
い
の
者
が
料
理
を
詰
め
た
重
箱
を
持
っ
て
、
双
方
の
屋
敷
を
訪
問
し
て
い
る
。

重
箱
の
内
容
は
、
や
は
り
双
方
で
事
前
に
相
談
の
う
え
、
合
わ
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
り
、
と
も
に
九
寸
四
方
、
五
段
重
で
あ
っ
た
。

　

二
月
二
三
日
、
里
開
が
行
わ
れ
、
袖
は
早
朝
に
駕
籠
で
東
店
を
訪
れ
た
。
本
店
の

家
族
な
ど
の
一
行
は
、
鰹
節
や
友
白
髪
を
土
産
に
舟
で
来
た
。
祝
宴
は
、
東
店
の
大

座
敷
で
行
わ
れ
、
本
膳
料
理
が
出
さ
れ
た
。
客
は
、
本
店
の
家
族
、
中
店
さ
な
（
詳

細
不
明
）
夫
妻
、
材
木
店
の
面
々
で
、
東
店
側
は
清
左
衛
門
夫
婦
や
子
の
勇
吉
、
出

店
の
保
八
、
ま
た
、
袖
に
付
き
添
っ
て
来
た
本
店
の
三
郎
平
・
り
う
が
、
こ
の
宴
席

に
参
加
し
た
。
料
理
は
福
田
屋
安
三
郎
が
担
当
し
、
馬
琴
と
い
う
講
釈
師
（
初
代
宝

井
馬
琴
か
）
に
よ
る
講
釈
も
行
わ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
袖
の
本
店
へ
の
養
子
入
り
は
縁
談
成
立
後
、
結
納
→
荷
物
送
り

→
引
移
り
→
部
屋
見
舞
→
里
開
、
と
い
う
順
序
で
、
ま
た
そ
の
後
の
恕
平
と
の
婚
姻

は
、
恕
平
の
婿
入
→
婚
礼
→
部
屋
見
舞
→
里
開
、
と
い
う
順
序
で
進
め
ら
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
儀
式
の
な
が
れ
は
、
お
お
む
ね
他
の
事
例
に
も
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

三　

経
費

　

そ
れ
で
は
、養
子
縁
組
や
婚
姻
の
儀
式
に
か
か
る
経
費
は
、い
か
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
。

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
並
行
し
て
行
わ
れ
た
東
店
初
代
清
左
衛
門
の
第
九
子
清

四
郎
、お
よ
び
初
代
清
左
衛
門
の
第
十
子
徳
三
郎
の
婚
礼
の
場
合
か
ら
確
認
し
て
お
く
。

　

清
四
郎
は
、
幼
名
を
留
吉
と
い
い
、
材
木
店
の
ひ
さ
と
結
婚
し
、
婿
養
子
と
な
っ

た
。徳
三
郎
は
、初
代
清
左
衛
門
の
第
十
子
鉄
吉
に
比
定
さ
れ
る
27
。浅
草
福
冨
町（
現

台
東
区
）
の
近
江
屋
戸
木
三
郎
兵
衛
家
の
縫
と
結
婚
し
、
婿
養
子
と
な
っ
た
。

　

両
名
の
婚
礼
に
あ
た
り
、
東
店
が
支
出
し
た
経
費
と
そ
の
内
訳
を
整
理
し
た
も
の

が
、【
表
１
】【
表
２
】
で
あ
る
28
。

　
【
表
１
】
に
よ
る
と
、
清
四
郎
の
婚
礼
経
費
の
総
額
は
、
金
三
三
四
両
、
銀
五
匁

二
分
五
厘
に
の
ぼ
っ
た
。

費
目
別
に
み
る
と
、「
結
納
」
は
、
東
店
か
ら
材
木
店
へ
の
結
納
品
々
の
代
金
、

材
木
店
か
ら
の
結
納
品
を
運
ん
で
き
た
宰
領
や
持
人
へ
の
祝
儀
、
本
膳
料
理
や
酒
の

代
金
、
木
場
の
若
衆
や
「
一
ノ
組
」
と
い
う
鳶
集
団
へ
の
心
付
け
、
な
ど
の
経
費
で

あ
る
。「
荷
物
送
り
」
は
、
清
四
郎
の
荷
物
送
り
に
際
し
、
材
木
店
の
人
々
に
持
参

し
た
土
産
物
に
か
か
っ
た
経
費
で
あ
る
。「
引
移
り
」
は
、
清
四
郎
が
材
木
店
へ
移

る
当
日
、
東
店
で
家
族
や
手
代
な
ど
に
祝
膳
が
振
舞
わ
れ
た
際
の
費
用
。「
部
屋
見

舞
」
は
、
清
四
郎
の
部
屋
見
舞
に
あ
た
り
、
東
店
手
代
の
千
介
が
材
木
店
へ
持
参
し

た
重
箱
の
肴
・
料
理
、菓
子
代
、ま
た
材
木
店
か
ら
部
屋
見
舞
の
料
理
や
菓
子
を
持
っ

て
き
た
使
や
持
人
に
与
え
た
祝
儀
、
な
ど
の
経
費
で
あ
る
。「
里
開
」
は
、
清
四
郎

の
里
開
を
行
う
に
あ
た
っ
て
用
意
さ
れ
た
料
理
代
、
清
四
郎
ら
の
供
、
女
中
、
料
理

屋
へ
の
祝
儀
な
ど
の
費
用
が
含
ま
れ
る
。

　

以
上
は
、
婚
礼
の
儀
式
に
沿
っ
た
費
目
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
婚
礼
全
体
に
か

か
わ
る
、
品
物
ご
と
の
費
目
が
あ
る
。「
呉
服
・
衣
料
」
は
、
清
四
郎
ら
東
店
の
婚

礼
参
加
者
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
呉
服
や
、
心
付
け
の
品
の
博
多
帯
、
結
納
や
荷
物

送
り
の
品
を
運
ん
だ
宰
領
や
持
人
ら
が
使
っ
た
と
み
ら
れ
る
足
袋
や
腹
掛
け
、
脚
絆

な
ど
に
か
か
っ
た
経
費
で
あ
る
。「
調
度
・
文
房
具
」
は
、
清
四
郎
が
材
木
店
へ
持
っ
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て
い
っ
た
桐
箪
笥
や
長
持
と
こ
れ
ら
の
内
張
り
、
三
宝
（
三
方
）
熨
斗
飾
り
、
毛
氈
、

硯
や
墨
、
傘
や
雪
踏
、
下
駄
、
加
賀
蓑
、
膳
椀
、
弁
当
箱
、
煙
草
盆
、
茶
鑵
（
茶
壺
）、

卦
算
、
花
瓶
、
五
徳
、
な
ど
の
経
費
で
多
岐
に
わ
た
る
。「
祝
儀
・
配
物
」
は
、
清

四
郎
の
婚
礼
に
あ
た
り
、
各
所
か
ら
祝
物
を
持
っ
て
来
た
使
へ
の
祝
儀
、
結
納
か
ら

里
開
き
に
至
る
ま
で
の
非
人
の
仕
切
代
、
各
所
へ
配
っ
た
「
靏
ノ
子
餅
」（
す
あ
ま
）

の
代
金
、
な
ど
か
ら
な
る
。

　

各
費
目
の
内
容
は
、
徳
三
郎
の
場
合
の
【
表
２
】
で
も
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
が
、

合
計
額
は
金
五
〇
九
両
三
分
、
銀
三
三
匁
六
分
と
、
清
四
郎
の
婚
礼
よ
り
も
費
用
が

か
か
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
両
名
の
縁
談
の
相
手
先
が
、
東
店
の
一
門

（
材
木
店
）
で
あ
る
の
か
、
一
門
・
親
類
外
の
他
家
で
あ
る
の
か
に
起
因
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
29
。

【
表
１
】【
表
２
】
で
、
突
出
し
て
大
き
な
比
重
を
占
め
る
の
は
、「
呉
服
・
衣
料
」

で
あ
る
。
清
四
郎
・
徳
三
郎
の
い
ず
れ
の
婚
礼
で
も
、
呉
服
の
品
代
と
し
て
、
越
後

屋
松
次
郎
、
大
丸
屋
武
八
、三
河
屋
伊
助
、
白
木
屋
彦
太
郎
ら
に
多
額
の
代
金
が
支

払
わ
れ
て
お
り
、
両
名
の
婚
礼
に
あ
た
っ
て
、
東
店
で
は
、
三
井
越
後
屋
や
白
木
屋

な
ど
の
名
だ
た
る
呉
服
商
か
ら
高
額
の
呉
服
を
購
入
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
か
ら
、
東
店
は
慶
事
に
あ
た
り
、
三
百
両
、
あ
る
い
は
五
百
両
を
上
回
る
多

額
の
経
費
を
支
出
し
て
い
た
こ
と
、そ
の
な
か
で
最
も
大
き
な
比
重
を
占
め
た
の
は
、

儀
式
参
加
者
の
呉
服
の
費
用
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
屈
指
の
江
戸
住
の

大
店
で
あ
る
東
店
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
一
端
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

三　

鹿
嶋
屋
東
店
の
組
織
と
周
辺

　

鹿
嶋
屋
東
店
の
慶
事
に
と
も
な
う
儀
式
は
、縁
談
の
当
事
者
や
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、

手
代
、
女
中
、
家
主
、
親
類
な
ど
、
多
く
の
人
や
家
の
関
与
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
慶
事
の
儀
式
の
よ
う
す
か
ら
、
東
店
の
組
織
や
周
辺
の
諸
主
体
と
の
関
係
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

【表１】清四郎の婚礼費用

費　目
金 銀

両 分 匁 分 厘

結納 30 10 59 26 10

荷物送り 18 10 29 12

引移り 2 3 10

部屋見舞 1 4 7 5

里開 20 7 32 11 3

呉服・衣料 165 23 72 55 38

調度・文房具 66 26 132 80 32

祝儀・配物 3 9 26 29 10

その他 －2 5 5 2

合　計 334 5 2 5

＊ 安政４年６月「永代慶事録」（98002624）をもとに作成。
＊１両＝60匁換算。
＊ 「その他」の金「－2」両は、台付の扇子箱、白木台の代

金を丸屋忠助が東店に支払ったことを示すが、経緯は不明。

【表２】徳三郎の婚礼費用

費　目
金 銀

両 分 匁 分 厘

結納 18 8 28 21 5

荷物送り 1 6 17 2 8

引移り 2 3 10

部屋見舞 1 5

里開 40 19 61 27 5

呉服・衣料 223 24 99 81 42

別口（おもに呉服） 23 4 28 17 5

調度・文房具 154 28 146 83 41

祝儀・配物 11 22 38 22 24

合　計 509 3 33 6

＊安政４年６月「永代慶事録」（98002624）をもとに作成。
＊１両＝60匁換算。
＊ 資料上では、合計が金509両、銀３匁６分となっており、

微妙に計算が合わない。
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一　

中
之
間
と
奥

　

他
の
大
店
と
同
様
、
東
店
で
も
店
表
と
、
生
活
空
間
の
奥
が
分
か
れ
て
お
り
、
こ

の
両
者
の
間
に
は
「
中
之
間
」
と
い
う
空
間
、
組
織
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

中
之
間
の
語
が
明
記
さ
れ
る
資
料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）

九
月
「
勇
吉
様
御
慶
事
下
帳
」
の
み
で
あ
る
30
。
東
店
初
代
清
左
衛
門
の
子
勇
吉
（
の

ち
の
二
代
清
左
衛
門
）
の
婚
礼
を
記
録
し
た
こ
の
帳
面
は
、
い
ず
れ
は
清
書
さ
れ
、

「
永
代
慶
事
録
」
に
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
表
紙
に
、

作
成
主
体
を
示
す
「
中
之
間
」
と
い
う
記
載
が
確
認
で
き
る
。

勇
吉
の
婚
礼
を
取
り
仕
切
っ
た
の
は
、東
店
の
善
八
と
い
う「
居
付
家
守
」で
あ
っ

た
31
。
東
店
の
深
川
島
田
町
に
お
け
る
所
持
屋
敷
の
家
主
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

彼
は
、
一
方
で
東
店
の
手
代
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
ぐ
後
で
述

べ
る
よ
う
に
、
善
八
は
、
東
店
の
奥
に
縁
談
の
交
渉
に
つ
い
て
報
告
を
上
げ
た
り
、

奥
か
ら
指
示
を
受
け
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
之
間
と
は
、
店
表
を
取
り
仕
切

る
善
八
の
よ
う
な
手
代
が
詰
め
る
空
間
な
い
し
組
織
と
、
ひ
と
ま
ず
は
把
握
で
き
よ

う
32
。そ

れ
で
は
、
奥
は
、
慶
事
に
ど
の
よ
う
な
形
で
現
れ
、
ど
う
い
う
役
割
を
果
た

し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
勇
吉
の
縁
談
の
決
定
過
程
か
ら
探
っ
て
み
た
い
33
。

嘉
永
三
年
三
月
十
八
日
、
東
店
の
親
類
で
あ
る
蛤
町
店
の
当
主
夫
婦
は
、
塗
師

勘
治
郎
を
供
に
し
、
上
野
に
花
見
へ
出
か
け
た
。
そ
こ
で
、
勇
吉
の
「
御
縁
女
」
に

ふ
さ
わ
し
い
人
物
が
蛤
町
店
夫
婦
の
目
に
止
ま
り
、
勘
治
郎
に
素
性
な
ど
を
調
べ
さ

せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
人
物
は
、
京
橋
新
両
替
町
二
丁
目
（
現
中
央
区
）
で
「
大
小
拵

渡
世
」
を
営
む
網
屋
小
倉
惣
右
衛
門
の
娘
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
南
伝
馬
町
三
丁
目

（
同
）
で
染
屋
を
営
む
岩
見
と
い
う
「
老
母
同
様
」
の
者
が
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
蛤
町
店
は
東
店
の
「
御
奥
」
へ
話
し
、
そ
の
う
え
で
、
と
り
あ

え
ず
勘
治
郎
か
ら
岩
見
に
、
当
該
の
網
屋
の
娘
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
を
さ
せ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
岩
見
は
、
本
家
の
「
網
屋
惣
兵
衛
」（
惣
右
衛
門
の
誤
記
か
）
に
相

談
し
、
追
っ
て
挨
拶
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
。

し
か
し
、
岩
見
か
ら
の
反
応
は
、
す
ぐ
に
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
折
、
三
月
ま
で
東
店
に
下
男
と
し
て
勤
め
て
い
た
徳
助
か
ら
、
東
店
手
代
の
善

八
に
連
絡
が
あ
り
、
勇
吉
の
「
御
縁
女
」
の
件
は
ど
う
な
っ
た
と
尋
ね
て
き
た
。
岩

見
か
ら
の
音
沙
汰
が
な
い
こ
と
に
困
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
善
八
は
、
逆
に
徳
助
に
、

本
件
に
つ
き
、
ど
こ
か
ら
願
う
の
が
よ
い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
徳
助
は
交
渉
先
と
し

て
、
網
屋
小
倉
惣
右
衛
門
の
弟
に
し
て
、
勇
吉
の
「
御
縁
女
」
の
叔
父
に
あ
た
る
「
銀

座
人
」
福
嶋
惣
兵
衛
と
い
う
者
を
挙
げ
た
。
善
八
は
早
速
、
こ
の
こ
と
を
「
御
奥
」

へ
報
告
し
た
。
こ
れ
に
「
御
奥
」
は
、
次
の
よ
う
に
回
答
し
た
。

初
発
勘
治
郎
ゟ
岩
見
江
引
合
之
義
も
有
之
候
事
ニ
付
、
兎
も
角
も
一
応
同
人
ゟ
岩

見
方
江
問
合
せ
候
上
ニ
て
相
談
可
然
旨

　

つ
ま
り
、最
初
は
勘
治
郎
か
ら
岩
見
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

と
も
か
く
も
勘
治
郎
か
ら
岩
見
に
改
め
て
問
い
合
わ
せ
た
う
え
で
、
福
嶋
惣
兵
衛
に

相
談
す
る
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
ま
ず
は
勘
治
郎
か
ら
岩
見
に
問
い
合
わ
せ
を
さ
せ
る
も
、
は
か

ば
か
し
い
返
事
は
な
く
、
ゆ
え
に
善
八
は
岩
見
を
窓
口
と
し
た
交
渉
を
「
手
重
之
引

合
」
と
判
断
し
て
、
そ
の
ま
ま
打
ち
捨
て
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
四
月
六

日
に
、
善
八
と
徳
助
は
福
嶋
惣
兵
衛
を
訪
れ
、
勇
吉
と
の
縁
談
に
つ
き
相
談
を
行
い
、

惣
兵
衛
か
ら
は
、
と
も
あ
れ
、
ま
ず
は
当
該
の
網
屋
の
娘
を
勇
吉
の
縁
女
だ
と
、
東

店
か
ら
正
式
に
認
め
て
も
ら
い
た
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。善
八
は
、こ
れ
を「
御

奥
」
へ
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
承
知
す
る
（
縁
女
と
認
め
る
）
旨
の
返
事
が
あ
り
、
あ

わ
せ
て
、
四
月
十
五
日
か
十
六
日
頃
に
、
富
岡
八
幡
宮
の
境
内
地
の
料
亭
伊
勢
屋
で

見
合
を
し
て
は
ど
う
か
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
善
八
は
、
八
日
に

再
び
福
嶋
惣
兵
衛
を
訪
ね
、
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
見
合
は
十
五
日
に
決
ま
っ
た
。

　

十
五
日
の
見
合
も
無
事
す
み
、
十
七
日
に
、
善
八
が
福
嶋
惣
兵
衛
と
と
も
に
網
屋

惣
右
衛
門
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
網
屋
側
よ
り
、
今
回
の
縁
談
を
と
て
も
あ
り
が
た
い

（36）
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こ
と
と
思
っ
て
い
る
旨
の
挨
拶
が
あ
り
、
結
納
は
四
月
二
九
日
に
決
ま
っ
た
。
こ
う

し
て
縁
談
が
ま
と
ま
っ
た
。

　

以
上
か
ら
、
中
之
間
を
構
成
す
る
、「
居
付
家
守
」
に
し
て
手
代
の
善
八
は
、
縁

談
の
交
渉
や
実
務
を
取
り
仕
切
り
、
必
要
に
応
じ
て
状
況
を
奥
へ
報
告
し
、
家
の
当

主
清
左
衛
門
を
は
じ
め
と
す
る
奥
は
、
こ
れ
を
う
け
て
種
々
の
局
面
で
判
断
を
下
し

て
い
た
と
い
え
る
。

そ
の
ほ
か
の
奥
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
断
片
的
な
記
述
し
か
な
い
が
、
縁
談
の

取
り
決
め
や
儀
式
の
執
行
に
特
段
の
貢
献
を
し
た
者
な
ど
に
金
品
を
配
っ
て
い
る
こ

と
は
、
奥
の
あ
り
方
に
迫
る
う
え
で
注
目
で
き
る
。
勇
吉
の
婚
礼
で
あ
れ
ば
、
縁
談

取
り
決
め
に
貢
献
し
た
徳
助
に
金
や
浴
衣
地
、
塗
師
勘
治
郎
に
金
を
奥
か
ら
配
っ
て

い
る
。
ま
た
、
縁
談
の
成
就
に
尽
力
し
た
福
嶋
惣
兵
衛
に
対
し
て
も
、
挨
拶
の
品
を

善
八
に
持
参
さ
せ
て
い
る
。こ
れ
ら
が
奥
の
支
出
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

奥
の
会
計
が
、
婚
礼
の
諸
経
費
一
般
を
支
出
す
る
東
店
の
店
表
の
会
計
と
分
か
れ
て

い
る
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。

類
似
の
事
例
は
、ほ
か
の
慶
事
で
も
散
見
し
、た
と
え
ば
、万
延
元
年（
一
八
六
〇
）

の
材
木
店
清
蔵
と
東
店
初
代
清
左
衛
門
の
第
七
子
初
の
婚
礼
に
お
い
て
、
奥
が
「
拵

付
御
脇
差
」
一
腰
を
金
十
二
両
で
誂
え
、
ま
た
、「
京
都
様
御
礼
」（
詳
細
は
不
明
）

と
し
て
金
一
両
一
分
を
支
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
、
清
蔵
と
初
の
婚
礼

に
際
し
、
東
店
が
支
出
し
た
諸
入
用
か
ら
除
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
34
。

こ
こ
か
ら
も
、
奥
と
店
表
の
会
計
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
東
店
は
店
表
と
奥
に
分
か
れ
、
会
計
も
分
か
れ
て
い
た
。
両
者

の
間
に
は
、
店
表
を
取
り
仕
切
る
手
代
ら
が
詰
め
る
空
間
・
組
織
の
中
之
間
が
あ
り
、

慶
事
に
お
い
て
は
、
中
之
間
の
手
代
が
縁
談
の
交
渉
な
ど
の
実
務
を
取
り
仕
切
り
、

当
主
清
左
衛
門
を
は
じ
め
と
す
る
奥
は
、
手
代
ら
の
上
申
・
相
談
に
判
断
を
下
し
た

り
、
必
要
に
応
じ
て
独
自
に
金
品
を
配
っ
た
り
し
て
い
た
。

二　

東
店
で
働
く
人
々

　

東
店
の
慶
事
に
と
も
な
う
儀
式
に
は
、
当
主
家
族
以
外
の
、
東
店
で
働
く
者
た
ち

が
関
与
し
、
儀
式
の
執
行
を
さ
さ
え
た
。
資
料
上
で
は
、
当
主
家
族
と
は
区
別
さ
れ

る
使
用
人
と
か
奉
公
人
と
い
っ
た
意
味
で
「
手
代
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
そ
の
構
成
や
規
模
は
、
年
次
に
よ
っ
て
変
化
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
弘

化
四
年
（
一
八
四
七
）
時
の
場
合
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

こ
の
年
の
九
月
二
三
日
、
東
店
袖
が
本
店
に
養
子
入
し
、
そ
の
里
開
が
執
り
行

わ
れ
た
際
、
本
店
側
は
東
店
の
者
た
ち
に
土
産
を
持
っ
て
来
た
。
そ
の
う
ち
、
当
主

家
族
以
外
の
「
手
代
」
の
分
の
土
産
に
つ
い
て
、「
永
代
慶
事
録
」
に
は
、
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
35
。

　
　
　
　
　
　

手
代
之
分

一
、
金
弐
百
疋
ツ
　ヽ
　
　

千
助
・
金
兵
衛
・
善
八
・
玄
兵
衛
〆

一
、
金
百
疋
ツ
　ヽ
　
　
　

庄
兵
衛
・
万
五
郎
・
弥
介
・
五
助
〆

一
、
金
弐
朱
ツ
　ヽ
　
　
　

小
供
茂
吉
・
廣
吉
・
常
次
郎
〆

一
、
金
弐
朱
ツ
　ヽ
　
　
　

下
男
為
蔵
・
嘉
兵
衛
・
三
吉
・
太
助
・
七
蔵
〆

一
、
金
百
疋
ツ
　ヽ
　
　
　

女
中
・
乳
母
共
幷
お
袖
様
乳
母
ひ
さ
共
〆
拾
六
人

一
、
金
百
疋
ツ
　ヽ
　
　
　

宅
持
内
義
ま
つ
・
き
さ
〆　

一
、
金
百
疋　
　
　
　
　
　

家
主
熊
吉

一
、
金
弐
百
疋　
　
　
　
　

鳶
頭
吉
五
郎

一
、
金
弐
朱
ツ
　ヽ
　
　
　

 

欠
付
鳶
清
蔵
・
豊
次
郎
・
安
五
郎
・
金
次
郎
・
八
名

川
町
吉
蔵

　

東
店
の
「
手
代
」
と
し
て
括
ら
れ
て
い
る
者
た
ち
の
総
数
は
、
四
一
名
に
の
ぼ
る
。

土
産
の
金
額
や
肩
書
か
ら
、「
手
代
」
内
部
の
階
層
性
や
位
置
付
け
が
、
あ
る
程
度

う
か
が
え
る
。

と
く
に
、
金
二
百
疋
ず
つ
を
土
産
と
し
て
も
ら
っ
て
い
る
千
介
（
助
）・
金
兵
衛
・

（37）
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善
八
・
玄
兵
衛
は
、
最
上
層
の
者
た
ち
で
あ
る
。

千
介
は
、
東
店
の
経
営
に
深
く
関
与
し
て
お
り
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
段

階
で
は
、
質
店
六
三
郎
の
後
見
も
務
め
た
36
。
東
店
の
慶
事
に
と
も
な
う
儀
式
の
多

く
で
実
務
を
取
り
仕
切
り
、
盃
事
の
介
添
役
な
ど
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
袖

の
本
店
へ
の
養
子
縁
組
で
は
、
本
店
側
と
交
渉
し
て
、
結
納
や
荷
物
送
り
、
引
移
り

の
日
取
り
を
決
め
て
い
る
37
。
彼
は
、
独
自
に
居
宅
を
持
っ
て
お
り
（「
宅
持
」）、

家
族
に
は
、
妻
ま
つ
と
娘
き
さ
が
い
た
（
後
述
）。
金
兵
衛
は
、
袖
の
養
子
縁
組
の

実
務
を
担
当
し
た
と
考
え
ら
れ
、
結
納
の
人
数
や
時
限
、
土
産
物
の
内
容
な
ど
を
本

店
側
と
交
渉
し
、
袖
の
引
移
り
に
あ
た
っ
て
も
供
を
務
め
た
。
ま
た
掲
出
資
料
に
記

さ
れ
る
土
産
と
は
別
に
、
本
店
か
ら
「
別
段
」
の
挨
拶
の
品
（
白
紬
一
反
）
を
贈
ら

れ
て
い
る
38
。
善
八
は
「
居
付
家
守
」
で
、
嘉
永
三
年
に
奥
の
判
断
を
う
か
が
い
な

が
ら
、
勇
吉
の
婚
姻
相
手
の
決
定
に
貢
献
し
た
こ
と
は
既
述
し
た
。
玄
兵
衛
は
、
東

店
の
一
門
を
構
成
す
る
八
名
川
町
店
の
屋
敷
を
管
理
す
る
家
主
で
39
、
東
店
の
経
営

に
も
深
く
関
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

金
百
疋
ず
つ
を
も
ら
う
庄
兵
衛
ら
四
名
に
つ
い
て
は
情
報
が
限
ら
れ
る
。し
か
し
、

袖
の
養
子
縁
組
に
あ
た
り
、
本
店
宗
介
（
袖
の
養
子
縁
組
の
担
当
者
）
や
中
店
達
蔵

と
い
っ
た
親
類
諸
家
の
有
力
手
代
、
一
門
の
当
主
や
手
代
、
東
店
の
千
介
・
善
八
・

金
兵
衛
ら
と
連
名
で
、
正
兵
衛
（
庄
兵
衛
）
と
五
助
が
餞
別
の
品
（
針
筥
）
を
東
店

へ
贈
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
40
。
庄
兵
衛
ら
も
東
店
の
経
営
に
関
与
し
、
外

部
の
諸
家
の
者
た
ち
と
の
関
係
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
千
介
ら
と
の
格
差

は
あ
る
も
の
の
、
庄
兵
衛
ら
四
名
ま
で
を
、
本
稿
で
は
手
代
と
把
握
し
、
次
に
述
べ

る
子
供
（「
小
供
」、
い
わ
ゆ
る
丁
稚
）
や
下
男
と
区
別
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　

金
二
朱
ず
つ
の
子
供
や
下
男
は
、
雑
用
に
従
事
し
た
者
た
ち
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の

う
ち
子
供
茂
吉
と
下
男
太
助
・
七
蔵
に
つ
い
て
は
、
断
片
的
な
が
ら
情
報
が
得
ら
れ

る
。
弘
化
四
年
九
月
、
袖
の
本
店
の
引
移
り
に
際
し
、
供
の
金
兵
衛
・
き
さ
に
、
下

男
七
蔵
と
鳶
頭
吉
五
郎
が
同
行
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
袖
に
後
発
し
て
、
本
店
へ
向

か
っ
た
初
代
清
左
衛
門
夫
妻
の
供
は
、
手
代
万
五
郎
・
女
中
な
か
・
下
男
太
助
と
子

供
茂
吉
が
務
め
て
い
る
。
ま
た
、
袖
の
部
屋
見
舞
で
は
、
料
理
や
酒
の
「
持
人
」
と

し
て
茂
吉
と
太
助
が
、使
き
さ
に
同
行
し
て
い
る
41
。こ
の
よ
う
に
、子
供
や
下
男
は
、

手
代
や
後
述
す
る
「
宅
持
」
手
代
の
女
性
家
族
の
補
助
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

な
お
、
彼
ら
は
基
本
的
に
店
表
の
仕
事
に
従
事
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
な
か
に
は
奥

の
用
事
に
従
事
し
た
者
も
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

金
百
疋
ず
つ
の
女
中
・
乳
母
は
、
こ
の
時
点
で
の
東
店
に
十
六
名
い
た
。
彼
女
ら

は
、
飯
炊
き
や
子
の
養
育
な
ど
、
東
店
の
奥
の
用
事
に
従
事
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
。

掲
出
資
料
で
は
、
個
々
の
名
が
わ
か
ら
な
い
が
、
袖
の
本
店
へ
の
引
移
り
に
際
し
、

後
発
し
て
本
店
へ
向
か
っ
た
初
代
清
左
衛
門
夫
妻
の
供
を
、
な
か
と
い
う
女
中
が
務

め
た
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
初
代
清
左
衛
門
の
第
一
子
い
つ
の
乳
母

で
あ
っ
た
と
み
は
、
袖
の
引
移
り
の
時
、
本
店
へ
先
発
し
て
い
る
42
。
慶
事
の
場
面

で
は
、
や
は
り
補
助
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

土
産
の
金
額
は
同
じ
だ
が
、
ま
つ
と
き
さ
は
、
右
の
女
中
や
乳
母
と
区
別
さ
れ
て

い
る
。
両
名
と
も
「
宅
持
」
手
代
千
介
の
家
族
で
、
ま
つ
は
妻
、
き
さ
は
娘
で
あ

る
43
。
女
中
や
乳
母
の
よ
う
に
日
頃
、
東
店
で
働
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
東
店

の
慶
事
に
と
も
な
う
儀
礼
に
し
ば
し
ば
動
員
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ま

つ
は
、
い
つ
の
婚
礼
で
千
介
と
と
も
に
盃
事
の
介
添
を
務
め
、
き
さ
は
袖
の
本
店
へ

の
引
移
り
に
際
し
て
供
を
、
部
屋
見
舞
で
は
使
を
務
め
て
い
る
44
。
両
名
は
、
女
中

や
乳
母
と
は
区
別
さ
れ
、「
宅
持
」
の
有
力
手
代
の
女
性
家
族
と
し
て
、
東
店
の
慶

事
に
と
も
な
う
儀
式
の
重
要
な
場
面
に
し
ば
し
ば
か
か
わ
っ
た
と
い
え
る
。

　

金
百
疋
の
家
主
熊
吉
は
、
善
八
と
同
様
に
、
深
川
島
田
町
の
東
店
の
所
持
屋
敷
を

管
理
す
る
「
居
付
家
守
」
で
あ
る
。
東
店
は
、
十
九
世
紀
中
頃
の
弘
化
～
嘉
永
年
間

に
は
、
深
川
島
田
町
以
外
の
二
〇
を
越
え
る
町
々
に
屋
敷
を
所
持
し
て
お
り
、
そ
の

管
理
に
多
数
の
家
主
（
家
守
）
を
起
用
し
て
い
た
。
熊
吉
は
、
こ
う
し
た
家
主
ら
を

と
り
ま
と
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
弘
化
五
年
（
嘉
永

元
、
一
八
四
八
）、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
は
、
東
店
の
屋
敷
地
に
あ
っ
た
富

永
稲
荷
の
祭
礼
で
使
用
す
る
四
神
像
や
獅
子
頭
の
奉
納
に
あ
た
り
、
世
話
人
を
務
め

（38）
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て
い
る
45
。
東
店
の
慶
事
へ
の
か
か
わ
り
は
、
祝
い
の
品
を
東
店
に
贈
る
程
度
の
場

合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

鳶
は
、
東
店
の
奥
で
抱
え
ら
れ
、
日
頃
は
東
店
の
屋
敷
の
普
請
・
修
復
、
そ
の
ほ

か
の
雑
事
に
従
事
し
、
火
災
時
に
は
早
急
に
駆
け
付
け
、
防
火
や
持
退
人
足
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
掲
出
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
六
名
の
鳶

が
東
店
に
抱
え
ら
れ
、
鳶
ら
を
取
り
仕
切
る
頭
吉
五
郎
に
は
金
二
百
疋
、
そ
れ
以
外

の
者
に
は
金
二
朱
ず
つ
と
、
土
産
の
金
額
に
差
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
頭
の
吉
五
郎

を
中
心
に
、
鳶
の
東
店
の
慶
事
へ
の
か
か
わ
り
方
を
確
認
し
て
お
く
と
、
天
保
四
年

の
駿
平
と
松
屋
茂
兵
衛
の
娘
と
の
婚
姻
で
は
、
結
納
品
の
運
搬
に
あ
た
り
、
当
時
東

店
の
抱
鳶
で
あ
っ
た
又
五
郎
と
と
も
に
、
吉
五
郎
が
「
荷
廻
し
」
を
担
当
し
て
い
る
。

天
保
十
四
年
に
初
代
清
左
衛
門
の
第
四
子
勝
吉
が
中
店
に
養
子
入
り
す
る
際
の
荷
物

送
り
で
は
、
吉
五
郎
、
清
蔵
、
安
五
郎
、
豊
次
郎
ら
が
箪
笥
な
ど
の
荷
物
の
持
ち
人

を
務
め
て
い
る
。
ま
た
、
弘
化
四
年
九
月
に
袖
が
本
店
へ
移
る
際
、
供
の
金
兵
衛
・

き
さ
に
吉
五
郎
が
同
行
し
た
こ
と
は
先
述
し
た
46
。

嘉
永
三
年
の
勇
吉
の
婚
姻
で
は
、
東
店
側
が
嫁
い
で
く
る
勇
吉
の
「
御
縁
女
」
を
、

永
代
橋
の
「
高
瀬
」
と
い
う
所
で
出
迎
え
、
そ
こ
か
ら
深
川
島
田
町
の
東
店
の
屋
敷

ま
で
、
東
店
の
関
係
者
で
行
列
を
組
ん
で
移
動
し
た
。
そ
の
際
、
吉
五
郎
は
「
御
案

内
人
」
と
し
て
行
列
を
先
導
し
、
ほ
か
に
二
名
の
鳶
が
「
御
縁
女
」
の
乗
物
の
す
ぐ

後
に
付
き
添
っ
て
い
る
47
。

　

こ
の
よ
う
に
、東
店
の
慶
事
に
お
い
て
果
た
す
鳶
の
役
割
は
、荷
物
の
運
搬
と
い
っ

た
力
仕
事
や
使
の
付
き
添
い
、
嫁
入
り
行
列
の
先
導
や
そ
れ
へ
の
参
加
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
た
。

　

以
上
、
本
節
の
検
討
か
ら
、
東
店
で
は
、
手
代
・
子
供
・
下
男
・
女
中
や
乳
母
・

有
力
手
代
の
女
性
家
族
・
家
主
・
鳶
と
い
っ
た
人
々
が
働
い
て
い
た
こ
と
、
彼
ら
・

彼
女
ら
は
、
店
表
の
勤
め
か
、
奥
向
き
の
勤
め
か
で
分
離
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
関
与
の
度
合
い
に
濃
淡
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
人
々
が
東
店
の
慶
事
に

お
け
る
儀
式
を
さ
さ
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

三　

東
店
の
周
辺

　

最
後
に
、
慶
事
に
お
け
る
金
品
の
贈
答
か
ら
、
東
店
と
周
辺
の
か
か
わ
り
を
み
て

お
き
た
い
。

　

慶
事
に
お
け
る
贈
答
儀
礼
の
範
囲
は
、
や
は
り
事
例
に
よ
っ
て
異
な
り
、
一
概
に

整
理
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の

清
四
郎
と
徳
三
郎
の
婚
礼
を
事
例
と
し
て
、
若
干
の
検
討
を
試
み
る
。

　
【
表
３
】
は
、
両
名
の
婚
姻
に
あ
た
り
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
祝
物
・
餞
別
を
東

店
の
清
四
郎
・
徳
三
郎
に
贈
っ
た
か
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

贈
与
者
は
お
お
よ
そ
、
①
～
④
の
よ
う
に
区
分
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、

①
東
店
の
親
類
や
一
門
で
あ
る（
本
店
や
中
店
な
ど
）。伊
勢
屋
三
郎
右
衛
門（
Ｎ
ｏ
．

７
）
は
、
東
店
か
ら
親
類
・
一
門
と
同
様
に
処
遇
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
き
た
い
。

後
掲
の
【
表
４
】
で
は
、
東
店
か
ら
、
親
類
・
一
門
諸
家
と
同
じ
大
き
さ
の
靏
の
子

餅
（
す
あ
ま
）
を
も
ら
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

②
は
、
一
門
の
な
か
で
も
や
や
格
式
が
下
が
る
出
店
や
一
門
の
手
代
、
東
店
の

有
力
手
代
、
家
主
（
Ｎ
ｏ
．８
）、
鳶
を
含
む
東
店
に
出
入
す
る
商
人
や
職
人
と
み
ら

れ
る
者
（
Ｎ
ｏ
．11
～
13
）
で
、
大
づ
か
み
に
は
、
手
代
や
出
入
の
商
人
・
職
人
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
る
。

③
は
、
東
店
と
対
等
か
、
そ
れ
以
上
の
つ
き
あ
い
を
す
る
相
手
と
み
ら
れ
、
丸

上
又
四
郎
は
、
日
本
橋
の
袋
物
屋
丸
上
の
当
主
、
越
後
屋
松
次
郎
や
重
三
郎
、
大
丸

屋
武
八
は
、
東
店
と
の
取
引
を
担
当
す
る
三
井
や
大
丸
の
手
代
と
み
ら
れ
る
（
Ｎ
ｏ
．

15
・
18
・
19
）。
石
井
佛
心
（
仏
心
）
は
、
富
岡
八
幡
宮
境
内
で
茶
屋
の
伊
勢
屋
を

営
ん
だ
が
、
廃
業
後
は
画
家
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
（
Ｎ
ｏ
．17
）。
了
我
（
Ｎ
ｏ
．

14
）
も
、
文
人
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
段
階
で
は
特
定
で
き
な
い
。
福
田
屋
安
三
郎

（
Ｎ
ｏ
．20
）
は
、
東
店
の
慶
事
に
お
け
る
祝
宴
や
部
屋
見
舞
の
料
理
を
し
ば
し
ば
担

当
し
て
お
り
、
と
く
に
文
久
三
年
に
は
、
徳
三
郎
の
里
開
に
際
し
、
料
理
を
担
当
し

た
48
。
②
に
区
分
さ
れ
る
人
々
よ
り
も
格
式
の
高
い
、
取
引
先
・
文
人
と
ま
と
め
ら

れ
よ
う
。

（39）
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【表３】　清四郎・徳三郎の婚姻にともなう祝物・餞別

No. 区分 贈　与　者　名 祝物・餞別 相手

１

①

本店
帯 清四郎

縞帷子 徳三郎

２ 中店
帯 清四郎

袴地 徳三郎

３ 谷町店・紺屋町店・西店 御召縮緬 清四郎

４ 材木店・西店 袴地 徳三郎

５ 神田川店・久保町店・平右衛門町店 上布 両名

６ 紺屋町店・谷町店 玉川上布 徳三郎

７ 伊勢屋三郎右衛門 鰹節 両名

８

②

出店源蔵、川口浅次郎、材木店豊吉、木場町徳兵衛、入船町友吉、家守熊吉、
同亀吉、豊太郎、千助、兵右衛門

袴地 清四郎

袴地 徳三郎

９ やす 鯛、鱇 両名

10 はな 鰈、こち 両名

11
大工吉兵衛、石屋勘兵衛、木挽弥兵衛、畳屋国太郎、家根屋三右衛門、瓦
師金平、指物師庄次郎、塗師勘次郎、舂屋金兵衛、経師清次郎、鳶吉五郎、
植木屋市兵衛、左官三之助

鰹節 両名

12
魚屋長吉、鳳龍軒伊兵衛、花月堂保太郎、豆腐屋喜三郎、駕籠屋松五郎、
松本屋忠次郎、八百屋平蔵

真綿 清四郎

真綿 徳三郎

13 桶屋辰五郎 こち、あし 両名

14

③

了我 紅白水引 両名

15 丸上又四郎 鰹節 両名

16 経師屋亦蔵母 鰈、喜寿 両名

17 石井佛心
鯛、鱇 清四郎

料理切手 徳三郎

18 越後屋松次郎・重三郎
袴地 清四郎

羽織地 徳三郎

19 大丸屋武八 真綿 清四郎

20 福田屋安三郎 鰹節 両名

21 三河屋伊助 鰹節 両名

22

④

平野町いせ 菓子 清四郎

23 上木場若者中 蒸籠切手 清四郎

24 下木場若者中
鰹節 清四郎

鰹節 徳三郎

＊安政４年６月「永代慶事録」（98002624）より作成。
＊ 贈与者名と祝物・餞別の品が同じで、相手が「清四郎」「徳三郎」で分かれているNo. 12・24は、「永代慶事録」で２件の記事とし

て記載されているもの。同じく相手が「両名」とあるのは、１件の記事として記載されているもの。
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④
は
、
東
店
と
町
方
に
お
け
る
社
会
的
な
関
係
を
取
り
結
ぶ
人
な
い
し
集
団
と

把
握
さ
れ
る
。
平
野
町
い
せ
（
Ｎ
ｏ
．22
）
の
素
性
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
清
四

郎
や
徳
三
郎
の
婚
礼
の
折
、
東
店
か
ら
肴
料
と
し
て
金
百
疋
が
深
川
平
野
町
の
名
主

で
、
深
川
島
田
町
も
管
轄
し
た
と
み
ら
れ
る
甚
四
郎
に
贈
ら
れ
て
い
る
49
。
同
じ
平

野
町
に
住
む
い
せ
は
、
家
族
な
ど
甚
四
郎
の
関
係
者
と
考
え
て
お
き
た
い
。
ま
た
、

上
木
場
お
よ
び
下
木
場
若
者
中
（
Ｎ
ｏ
．23
・
24
）
は
、
個
々
の
町
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
若
者
仲
間
の
地
域
的
結
合
と
考
え
ら
れ
、
上
木
場
と
下
木
場
と
い
う
結
合

単
位
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
後
述
す
る
よ
う
に
、
中
木
場
を
単
位
と
す
る
若
者

仲
間
の
結
合
も
あ
る
）50
。
な
お
、
下
木
場
若
者
中
が
清
四
郎
・
徳
三
郎
に
餞
別
・

祝
物
を
贈
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
上
木
場
若
者
中
の
贈
り
先
が
清
四
郎
だ
け
で
あ
る

の
は
、
縁
組
の
相
手
の
所
在
に
よ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
餞
別
・
祝
物
に
対
し
、
東
店
か
ら
は
靏
の
子
餅
や
鰹
節
な
ど
が
「
配

り
物
」
と
し
て
贈
ら
れ
て
い
る
。
配
り
物
の
内
容
と
贈
り
先
を
ま
と
め
た
の
が
、【
表

４
】
で
あ
る
。

　

靏
の
子
餅
の
一
升
取
・
八
合
取
は
サ
イ
ズ
を
示
す
。
こ
れ
を
基
準
に
み
る
と
、
贈

り
先
は
、
Ｎ
ｏ
．１
～
10
と
、
Ｎ
ｏ
．11
以
降
と
に
分
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
お
お
よ

そ
、
親
類
・
一
門
か
ど
う
か
、【
表
３
】
の
区
分
で
い
え
ば
、
①
か
そ
れ
以
外
か
で

配
り
物
の
内
容
に
差
が
あ
り
、
②
～
④
の
相
手
に
は
さ
し
た
る
差
を
設
け
て
い
な
い

と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、
上
木
場
・
下
木
場
の
若
者
中
が
【
表
４
】
に
み
え
な

い
理
由
は
不
明
だ
が
、
清
四
郎
の
婚
礼
で
は
下
・
中
・
上
木
場
若
衆
中
へ
、
徳
三
郎

の
婚
礼
で
は
下
木
場
若
衆
中
へ
、
東
店
か
ら
心
付
け
の
金
を
贈
っ
て
い
る
こ
と
と
関

係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
か
ら
、
東
店
を
と
り
ま
く
諸
主
体
は
、
①
親
類
・
一
門
、
②
手
代
、
出
入
の

商
人
・
職
人
、
③
取
引
先
の
大
店
（
の
手
代
）
や
文
人
、
④
町
名
主
や
若
者
仲
間
、

の
四
種
に
大
き
く
分
け
ら
れ
、な
か
で
も
、①
と
②
③
④
の
間
に
大
き
な
区
別
が
あ
っ

た
と
い
え
る
51
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
婚
姻
や
養
子
縁
組
な
ど
の
慶
事
に
と
も
な
う
儀
式
か
ら
、
鹿

嶋
屋
東
店
の
組
織
と
、
同
家
を
と
り
ま
く
周
辺
の
諸
主
体
と
の
関
係
を
検
討
し
て
き

た
。
最
後
に
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
結
果
を
改
め
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
成
立
し
た
東
店
は
、
元
祖
清
左
衛
門
以
降
、
父
子
直

系
で
相
続
さ
れ
、
嫡
子
以
外
の
子
ら
は
、
婚
姻
・
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
、
親
類
諸
家

や
他
家
に
出
た
り
、
あ
る
い
は
東
店
か
ら
分
家
を
出
し
た
り
し
た
。
東
店
の
子
ら
の

養
子
縁
組
や
婚
姻
と
い
っ
た
慶
事
は
、
東
店
と
親
類
、
一
門
（
分
家
と
別
家
）
諸
家

の
関
係
を
確
認
し
、
結
び
つ
け
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

養
子
や
婚
姻
な
ど
の
縁
談
が
成
立
す
る
ま
で
の
過
程
や
契
機
は
多
様
で
あ
り
う
る

が
、
相
手
と
の
交
渉
実
務
を
担
っ
た
の
は
東
店
の
手
代
で
あ
っ
た
。
縁
談
成
立
後
の

儀
式
の
な
が
れ
は
、
養
子
縁
組
と
婚
礼
が
重
な
っ
て
進
む
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
ら

が
時
間
差
を
置
い
て
行
わ
れ
た
東
店
の
袖
の
事
例
で
は
、
縁
談
成
立
後
、
結
納
→
荷

物
送
り
→
引
移
り
→
部
屋
見
舞
→
里
開
、
と
い
う
順
序
で
養
子
縁
組
の
儀
式
が
進
め

ら
れ
、
そ
の
後
の
本
店
恕
平
と
の
婚
礼
は
、
恕
平
の
婿
入
→
婚
礼
→
部
屋
見
舞
→
里

開
、
と
い
う
順
序
で
執
り
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
慶
事
に
あ
た
り
、
東
店
が
支
出
し

た
経
費
は
一
概
に
い
え
な
い
も
の
の
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
東
店
か
ら
他
家

の
婿
養
子
と
な
っ
た
清
四
郎
、
徳
三
郎
の
婚
礼
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
三
三
〇
両
、

約
五
一
〇
両
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
最
も
大
き
な
比
重
を
占
め
た
の
は
、
儀
式
参
加

者
の
呉
服
の
費
用
で
あ
っ
た
。

　

慶
事
の
儀
式
か
ら
み
る
と
、
東
店
は
店
表
と
奥
に
分
か
れ
、
会
計
も
分
か
れ
て
い

た
。
両
者
の
間
に
は
、
店
表
を
取
り
仕
切
る
手
代
ら
が
詰
め
る
空
間
・
組
織
の
中
之

間
が
あ
り
、
慶
事
の
儀
式
に
お
い
て
、
中
之
間
の
手
代
は
縁
談
の
交
渉
な
ど
の
実
務

を
取
り
仕
切
り
、
当
主
清
左
衛
門
を
は
じ
め
と
す
る
奥
は
、
手
代
ら
の
上
申
・
相
談

に
判
断
を
下
し
、
必
要
に
応
じ
て
独
自
に
金
品
を
配
っ
た
。
こ
う
し
た
店
表
と
奥
の

分
離
を
前
提
に
、
手
代
・
子
供
・
下
男
・
女
中
や
乳
母
・
有
力
手
代
の
女
性
家
族
・

（41）
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【表４】清四郎・徳三郎の婚姻にともなう東店の配り物

No. 配　り　先 配　り　物

１ 本店 靏の子餅（１升取）２組

２ 中店 靏の子餅（１升取）２組

３ 神田川店 靏の子餅（１升取）２組

４ 材木店 靏の子餅（１升取）１組

５ 平右衛門町店 靏の子餅（１升取）２組

６ 久保町店 靏の子餅（１升取）２組

７ 谷町店 靏の子餅（１升取）２組

８ 西店 靏の子餅（１升取）２組

９ 紺屋町店 靏の子餅（１升取）２組

10 伊勢屋三郎右衛門 靏の子餅（１升取）２組

11
出店源蔵、川口浅次郎、材木店豊吉、木場町徳兵衛、入
船町友吉、家守熊吉、同亀吉、豊太郎、千助、兵右衛門

靏の子餅（８合取）１組、鰹節（３本入）１袋ずつ

12 越後屋松次郎 靏の子餅（８合取）１組、鰹節（３本入）１袋

13 丸上又四郎 靏の子餅（８合取）１組、鰹節（３本入）１袋

14 大丸屋武八 靏の子餅（８合取）１組

15 三河屋伊助 靏の子餅（８合取）１組、鰹節（３本入）１袋

16 福田屋安三郎 靏の子餅（８合取）１組、鰹節（３本入）１袋

17 石井佛心 靏の子餅（８合取）１組、鰹節（３本入）１袋

18 了我 鰹節（３本入）１袋

19

大工吉兵衛、石屋勘兵衛、木挽弥兵衛、畳屋国太郎、家
根屋三右衛門、瓦師金平、指物師庄次郎、塗師勘次郎、
舂屋金兵衛、経師清次郎、鳶吉五郎、植木屋市兵衛、左
官三之助

靏の子餅（８合取）１組、鰹節（３本入）１袋ずつ

20
魚屋長吉、鳳龍軒伊兵衛、花月堂保太郎、豆腐屋喜三郎、
駕籠屋松五郎、松本屋忠次郎、八百屋平蔵

靏の子餅（８合取）１組、鰹節（３本入）１袋ずつ

21 桶屋辰五郎 靏の子餅（８合取）１組、鰹節（３本入）１袋

22 築地はな 靏の子餅（８合取）１組、鰹節（３本入）１袋

23 やす 靏の子餅（８合取）１組、鰹節（３本入）１袋

24 平野町いせ 靏の子餅（８合取）１組

25 経師亦蔵母 靏の子餅（８合取）１組、鰹節（３本入）１袋

＊安政４年６月「永代慶事録」（98002624）より作成。

（42）
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家
主
・
鳶
と
い
っ
た
多
く
の
人
々
が
東
店
で
働
い
て
い
た
。
か
か
る
組
織
の
東
店
を

と
り
ま
く
諸
主
体
は
、
①
親
類
・
一
門
、
②
手
代
、
出
入
の
商
人
・
職
人
、
③
取
引

先
の
大
店
（
の
手
代
）
や
文
人
、
④
町
名
主
や
若
者
仲
間
、
の
四
種
に
大
き
く
分
け

ら
れ
、
と
く
に
①
と
②
③
④
の
間
に
、
つ
ま
り
親
類
・
一
門
と
そ
れ
以
外
の
間
に
大

き
な
区
別
が
あ
っ
た
。
東
店
は
、
こ
う
し
た
社
会
各
層
の
諸
主
体
と
の
間
に
、
血
縁

的
・
経
済
的
・
文
化
的
・
社
会
的
な
関
係
を
取
り
結
び
な
が
ら
存
在
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

前
稿
で
示
し
た
東
店
の
町
屋
敷
所
持
や
幕
府
に
供
出
し
た
御
用
金
額
、
そ
し
て
、

本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
、
東
店
で
働
く
手
代
な
ど
の
奉
公
人
の
規
模
、
店
表
・
奥
の

分
離
な
ど
に
加
え
、
地
主
＝
家
持
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
東
店
を
、
従

来
示
さ
れ
て
き
た
「
大
店
」
範
疇
で
括
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
52
。
し
か
し
、

店
表
で
の
商
い
の
内
容
や
様
相
、
居
所
の
深
川
島
田
町
を
は
じ
め
と
す
る
町
方
住
民

と
の
関
係
と
い
っ
た
問
題
は
、
本
稿
で
十
分
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
註
】

１　

岩
淵
令
治
「
江
戸
住
大
商
人
の
肖
像
」（
斎
藤
善
之
編
『
新
し
い
近
世
史
③　

市
場
と
民
間

社
会
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
六
年
）、
同
「
大
店
」（
吉
田
伸
之
編
『
シ
リ
ー
ズ
三
都　

江
戸
巻
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
。

２　

拙
稿
「
鹿
嶋
屋
東
店
の
成
立
と
展
開
」（『
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
紀
要
』
第
十
号
、

二
〇
二
〇
年
）。

３　

な
お
、
東
店
の
鹿
嶋
清
左
衛
門
が
本
店
の
鹿
嶋
清
兵
衛
と
と
も
に
務
め
た
勘
定
所
御
用
達
に

つ
い
て
は
、
竹
内
誠
『
寛
政
改
革
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
で
詳
細
に
分

析
さ
れ
、
ま
た
近
年
の
成
果
と
し
て
は
、
若
山
太
良
「
江
戸
町
会
所
の
運
営
と
勘
定
所
御
用

達
の
役
割
」（
牧
原
成
征
編
『
近
世
の
権
力
と
商
人
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
が
あ
る
。

し
か
し
、
前
掲
註
１
岩
淵
論
文
「
大
店
」
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
勘

定
所
御
用
達
を
務
め
る
個
々
の
大
店
の
す
が
た
が
究
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

４　

 

天
保
四
年
三
月
「
永
代
慶
事
録
」（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
蔵
、
九
八
〇
〇
二
六
二
三
）、

安
政
四
年
六
月
「
永
代
慶
事
録
」（
同
九
八
〇
〇
二
六
二
四
）。
以
下
、
館
蔵
資
料
に
つ
い
て

は
資
料
番
号
の
み
を
記
す
。

５　

九
八
〇
〇
二
六
六
三
。
こ
の
帳
簿
の
記
載
内
容
は
「
永
代
慶
事
録
」
と
変
わ
ら
ず
、
後
日
清

書
の
う
え
、
他
の
慶
事
と
と
も
に
「
永
代
慶
事
録
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

６　

森
田
登
代
子
『
近
世
商
家
の
儀
礼
と
贈
答
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）、
平
田
雅
子
「
商

家
同
族
団
に
お
け
る
婚
姻
の
特
質
」（『
日
本
歴
史
』
第
六
九
七
号
、
二
〇
〇
六
年
）、
森
本

幾
子
「
近
世
大
坂
商
家
の
婚
礼
」（『
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー

二
〇
〇
七
』、
二
〇
〇
八
年
）、
小
松
愛
子
「
逸
身
家
の
婚
礼
」（
逸
身
喜
一
郎
・
吉
田
伸
之

編『
両
替
商　

銭
屋
佐
兵
衛　

二　

逸
身
家
文
書　

研
究
』東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
一
四
年
）

な
ど
。

７　

九
八
〇
〇
二
一
五
三
。
た
だ
し
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
以
降
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
誤
記
と
み
ら
れ
る
記
載
も
散
見
す
る
。

８　
「
系
図
」
で
は
東
店
の
歴
代
当
主
の
清
左
衛
門
に
、「
元
祖
」「
初
代
」
と
い
う
肩
書
や
注
記

が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
で
も
区
別
の
た
め
、
元
祖
や
初
代
な
ど
の
表
記
を
踏
襲

す
る
（
た
だ
し
、「
」
は
略
す
）。

９　

な
お
、
本
稿
で
は
、
鹿
嶋
屋
東
店
や
親
類
の
諸
家
の
苗
字
を
「
鹿
嶋
」
で
統
一
し
て
表
記
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
資
料
で
は
「
嶋
」「
島
」
が
区
別
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

10　

前
掲
註
２
拙
稿
。

11　

安
政
四
年
正
月
「
年
中
行
事
」（
九
八
〇
〇
二
五
三
五
）
に
収
め
ら
れ
た
、
大
坂
天
満
の
酒

問
屋
で
あ
る
鹿
嶋
清
右
衛
門
に
宛
て
た
書
状
の
写
し
に
よ
れ
ば
、
カ
ノ
は
「
産
後
肥
立
不
足
」

に
よ
り
死
去
し
た
。
な
お
、「
年
中
行
事
」
は
、
の
ち
の
参
考
と
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
や
り
と
り
さ
れ
た
書
状
を
写
し
た
文
例
集
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
。

12 

「
系
図
」
に
は
、
初
代
清
左
衛
門
の
子
ら
の
母
に
関
す
る
記
載
が
み
ら
れ
な
い
。

13　

一
門
の
諸
店
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
２
拙
稿
で
も
言
及
し
て
お
り
、
重
複
す
る
部
分
も
あ
る

が
、
そ
の
後
の
分
析
に
よ
っ
て
新
た
に
わ
か
っ
た
事
柄
や
誤
り
も
あ
る
た
め
、
改
め
て
記
述

す
る
。

14　

文
化
十
五
年
三
月
「
証
文
之
事
」（
九
八
〇
〇
二
五
〇
八
）。

15　

天
保
五
年
九
月
「
覚
」（
九
八
〇
〇
二
五
〇
七
）。

16　

次
章
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
天
保
四
年
四
月
に
、
材
木
店
を
継
ぎ
、
清
吉
を
名
乗
る
こ
と
に

な
る
駿
平
と
数
寄
屋
河
岸
の
松
屋
茂
兵
衛
家
の
娘
と
の
縁
談
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
婚
姻
を
機

に
、
駿
平
は
材
木
店
を
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

17　

本
店
鹿
嶋
清
兵
衛
家
に
つ
い
て
の
近
年
の
研
究
と
し
て
、
伊
藤
昭
弘
『
藩
財
政
再
考
』（
清
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文
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
が
、
金
の
貸
借
を
め
ぐ
る
同
家
と
佐
賀
藩
の
関
係
を
究
明
し
て

お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

18　

青
木
美
智
男
編
『
決
定
版　

番
付
集
成
』（
柏
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）。

19　

一
三
二
〇
〇
〇
六
七
。

20　

な
お
、
蛤
町
店
に
つ
い
て
は
、
前
掲
九
八
〇
〇
二
六
六
三
に
よ
る
と
、
部
屋
住
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
補
足
し
て
お
く
。

21　

前
掲
九
八
〇
〇
二
五
三
五
。

22　

前
掲
九
八
〇
〇
二
五
三
五
。

23　

以
下
、
本
節
の
記
述
は
、
と
く
に
断
り
の
な
い
限
り
、
前
掲
九
八
〇
〇
二
六
二
三
に
よ
る
。

24　

元
祖
清
左
衛
門
は
翌
年
の
天
保
五
年
、
妻
の
カ
ツ
は
同
九
年
に
死
去
し
て
い
る
。
夫
妻
は
、

自
分
た
ち
が
生
き
て
い
る
間
に
、
少
し
で
も
早
く
、
駿
平
の
結
婚
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
と

理
解
で
き
よ
う
。

25　

以
下
、
袖
の
婚
姻
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
と
く
に
断
り
の
な
い
限
り
、
前
掲
九
八
〇
〇
二
六
二
三

に
よ
る
。

26　

な
お
、
東
店
は
十
月
十
五
日
に
、
本
店
の
子
の
恕
平
、
き
み
、
袖
（
東
店
か
ら
養
子
入
り
）、

陽
平
ら
を
招
待
し
て
い
る
。
し
か
し
、
袖
の
養
子
縁
組
に
、
必
ず
し
も
不
可
欠
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
、「
永
代
慶
事
録
」
に
は
「
決
而
已
来
例
ニ
は
不
相
成
候
事
」
と
、
決
し

て
以
後
の
例
に
は
な
ら
な
い
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

27　

な
お
、「
系
図
」（
九
八
〇
〇
二
一
五
三
）
に
よ
る
と
、
鉄
吉
は
「
万
年
町
店
へ
養
子
ト
ナ
ル
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
万
年
町
店
」
は
本
稿
で
対
象
と
し
て
い
る
慶
事
に
か
か
わ
る
記
録

に
は
見
え
ず
、誤
記
の
可
能
性
が
あ
る
。初
代
清
左
衛
門
次
男
六
三
郎
が
中
店
の
養
子
と
な
っ

た
際
に
六
三
郎
の
名
を
継
ぎ
、
そ
の
後
自
身
が
婿
養
子
と
な
る
に
あ
た
り
、
徳
三
郎
と
改
名

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

28　

以
下
、
本
節
の
記
述
は
、
と
く
に
断
り
の
な
い
限
り
、
前
掲
九
八
〇
〇
二
六
二
四
に
よ
る
。

29　

念
の
た
め
付
言
す
る
と
、
清
四
郎
や
徳
三
郎
の
婚
礼
経
費
が
特
別
に
高
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
よ
う
で
、
安
政
四
年
に
六
三
郎
が
中
店
の
養
子
と
な
っ
た
際
の
縁
談
で
は
金
四
〇
四
両
余
、

慶
応
元
年
に
貢
吉
が
松
屋
飯
塚
佐
吉
家
の
婿
養
子
と
な
っ
た
時
の
婚
礼
で
は
金
五
八
六
両
余

を
、
東
店
は
経
費
と
し
て
支
出
し
て
い
る
。
年
次
に
よ
る
物
価
変
動
は
当
然
あ
る
と
し
て
も
、

慶
事
に
対
す
る
東
店
の
支
出
の
規
模
は
う
か
が
い
知
れ
る
。

30　

前
掲
九
八
〇
〇
二
六
六
三
。

31　
「
居
付
家
守
」の
語
は
、弘
化
五
年
二
月「
四
神
像　

朱
雀
」「
四
神
像　

玄
亀
」（
九
八
〇
〇
二
二
九
二・ 

九
八
〇
〇
二
二
九
四
）
の
箱
書
に
よ
る
。

32　

た
だ
し
、
奥
と
手
代
の
関
係
は
、
よ
り
立
ち
入
っ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
弘
化
四
年
に
東

店
の
袖
が
本
店
に
養
子
に
入
り
、
東
店
よ
り
諸
方
へ
味
醂
切
手
な
ど
の
配
り
物
が
行
わ
れ
た

際
、
配
布
先
と
し
て
名
が
挙
が
っ
て
い
る
、
手
代
の
千
介
・
金
兵
衛
・
善
八
・
正
兵
衛
・
五

介
ら
に
対
し
、「
奥
」
と
の
肩
書
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
時
的
に
彼
ら
が
、「
奥
」

に
属
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
か
、
そ
れ
と
も
ほ
か
に
違
っ
た
意
味
が
あ
る
の
か
、
現
段
階

で
は
特
定
で
き
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
前
掲
九
八
〇
〇
二
六
二
三
。

33　

以
下
、本
節
に
お
け
る
勇
吉
の
婚
姻
に
つ
い
て
の
記
述
は
、前
掲
九
八
〇
〇
二
六
六
三
に
よ
る
。

34　

前
掲
九
八
〇
〇
二
六
二
四
。

35　

前
掲
九
八
〇
〇
二
六
二
三
。

36　

前
掲
註
２
拙
稿
。

37　

前
掲
九
八
〇
〇
二
六
二
三
。

38　

前
掲
九
八
〇
〇
二
六
二
三
。

39　

前
掲
九
八
〇
〇
二
二
九
二
・
九
八
〇
〇
二
二
九
四
の
箱
書
に
よ
る
。

40　

前
掲
九
八
〇
〇
二
六
二
三
。

41　

前
掲
九
八
〇
〇
二
六
二
三
。

42　

前
掲
九
八
〇
〇
二
六
二
三
。

43　

前
掲
九
八
〇
〇
二
六
六
三
。

44　

前
掲
九
八
〇
〇
二
六
二
三
。

45　

前
掲
註
２
拙
稿
。
こ
れ
ら
の
寄
進
で
は
、
家
主
や
出
入
の
商
人
な
ど
、
東
店
に
か
か
わ
る
多

数
の
人
々
が
奉
納
者
に
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
そ
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
詳
述
予

定
で
あ
る
。

46　

以
上
の
鳶
と
東
店
の
慶
事
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
前
掲
九
八
〇
〇
二
六
二
三
に
よ
る
。

47　

前
掲
九
八
〇
〇
二
六
六
三
。

48　

前
掲
九
八
〇
〇
二
六
二
四
。

49　

前
掲
九
八
〇
〇
二
六
二
四
。

50　

都
市
江
戸
に
お
け
る
若
者
仲
間
に
つ
い
て
は
、
吉
田
伸
之
『
巨
大
城
下
町
江
戸
の
分
節
構
造
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。
な
お
、
上
・
中
・
下
木
場
若
者
中
の
内
部

構
成
や
性
格
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
明
ら
か
に
し
え
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

51　

慶
事
で
の
金
品
の
贈
答
の
範
囲
は
、
す
で
に
断
っ
た
よ
う
に
、
事
例
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、

本
稿
で
示
し
え
た
東
店
を
と
り
ま
く
関
係
の
範
囲
は
、
さ
ら
に
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

52　

と
く
に
、
前
掲
註
１
岩
淵
「
大
店
」
を
参
照
。

（44）

鹿嶋屋東店の慶事（小酒井大悟）

― 205 ―


